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Ⅲ　1930年代の甘蔗買収価格の変遷
⑴　四大製糖の甘蔗買収価格
　Ⅲでは，本論文の主要課題である甘蔗買収価格の分析を甘蔗栽培奨励規
程（以下，奨励規程と称す）を用いて行う。甘蔗買収価格に関しては，「中
瀬文書」を手がかりにその決定プロセスを考察した久保［2006c］がすで
にあるが47），1920年前後という時期的に限定されたものであること，奨励
規程それ自体がいまだ整備されていない段階のため，その規程内容とは主
に調製段階をめぐる賞与金と減額項目に限定されたものであること，以上
２点の理由から，買収価格の決定プロセスの全貌を解明するには至らなか
った。そこで，こうした課題を克服すべく，30年以降の一連の奨励規程を
いま一度ひも解き，奨励規程に含まれた買収価格をめぐる諸要素すべてに
検討を加えていくが，これによって蓬莱米普及以前・以後の買収価格の決
定プロセスを明らかにすることができ，文字通り全貌解明へと大きく近づ
くことになる。
　具体的には，製糖会社ごとに甘蔗買収価格の変遷を整理した付表１から
付表９を検討していくが，全体傾向として指摘できる点が４つある。第１
に，甘蔗買収価格の基本価格に相当する原料代に関しては，昭和製糖を除
き製糖会社ごとにほぼ統一されている点であり，原料採取区域（以下，採
取区域と称す）ごとの差異はほとんど見られず，最高価格と最低価格の差
も原料代以外の割増金や植付奨励金の差によって生じていた。また，原料
調製が優良なものに奨励金が付与され（本論文では割増金に加算），最高価
格に反映されている。
　第２に，糖業連合会の生産調節が実施された1933・34年の買収価格につ
47）　久保［2006c］のポイントはⅣ⑴において整理される。
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いても，生産調節協定に加わらなかった昭和製糖を除き48），原料代，割増
金，植付奨励金ともに大幅に減少している点であり，生産調節が解除され
た35年には原料代ではなく割増金や植付奨励金から増加する傾向が各社と
も見られた。また，33年以降すべての採取区域の原料代がまったく同じ動
向を示しつつ，生産調節を機に甘蔗買収価格の主要要素を統一するに至っ
たし，38年以降原料代は段階的に上昇していった。
　続いて第３に，四大製糖はじめ1930年段階から爪哇大茎種を中心とした
品種の指定がほぼすべての採取区域で継続して見られ，あわせて指定外の
品種の栽培を減額対象や買上除外対象とする附則が多くの区域で確認でき
る点である49）。なお，こうした対照性は，明治製糖では41年以降姿を消し，
指定品種のみが継続して記載される一方で，雑則に付されていた指定外品
種への減額規程は消滅しているが，多くの製糖会社では引き続き存在し
た。その背景には，爪哇大茎種を中心とした製糖会社各社が望む品種以外
の植付面積割合は41年で1.3％とほとんど存在しなくなったという実情が
横たわっていた50）。
　そして第４に，台湾糖業令（以下，糖業令と称す）を受けた42年以降の奨
48）　詳しくは，（Ⅰ）の脚注40を参照されたい。
49）　例えば，明治製糖の総但・蕭8の「昭和十四─十五年期蔗作奨励規程」の
「雑則」には「指定外品種……の契約を為さずして植付けたる蔗園並に其の
生産原料に対しては耕作資金，肥料の貸与並に諸奨励金の交付を為さず買収
価格及割増金は買収の都度之を決定す」（台湾糖業研究会［1938］９ページ）
とあり，最高・最低価格の間の主要因として指定品種採用の有無をめぐる対
照性が少なからず存在した。
50）　1941年の甘蔗品種別の植付面積割合は，2725POJ 21.7％，2878POJ 7.2％，
2883POJ 33.6％，F108（台湾実生種）36.1％と爪哇実生種が優勢を占めてい
るとはいえ台湾実生種も増加傾向にあり（台湾総督府『第二十九台湾糖業統
計』48-49ページ），脚注58で引用する明治製糖の指定品種にも「台湾実生一
〇八号」が加わっていた次第である（台湾糖業研究会［1938］８ページ）。
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励規程が統一されていった点であり，典型事例としては，台東製糖の42年
と三五公司を除き，買入条件として指定品種が明記されていった。同じ
く，蓬莱米価格を基準に米価比準法（以下，比準法と称す）が導入されてい
ったことはⅡ⑶ですでに言及したところであるが（表６参照），比準法の導
入によって最高価格のみならず最低価格が引き上げられた点も多くの採取
区域に共通した点であり，台湾米穀移出管理令（以下，管理令と称す）公布
によって米価が事前に明示されるメリットを活かしたのは甘蔗買収価格全
般にわたってのことであった。
　以上４つの共通点を踏まえ，四大製糖の甘蔗買収価格について付表１か
ら付表４に検討を加えていくことにする。まずは付表１の台湾製糖である
が，同社の特徴として台北が加わった1931年と翌32年の原料代が他の採取
区域とは異なっており，32年以降も一貫して割増金の高さが際立ってい
る。その結果，最高価格については台北が抜きん出た買収価格となってい
るが，これは蓬莱米が普及する以前から米糖相剋が深刻であったことを端
的に示している。また，台北では31年以降爪哇大茎種の品種指定がなされ
指定品種外の植付には割増金から減額される一方で，すべての採取区域で
特別割増金と植付奨励金も支給しないとする罰則規程を買収価格条件に含
めているのが台湾製糖の特徴である51）。なぜなら，米糖相剋によって甘蔗
51）　例えば，1937年の奨励規程に当たる台北の「第参拾七期甘蔗買収価格並栽
培奨励規程」の「第七　買収価格条件」には「指定品種を二七二五 POJと
し，二八八三 POJ，二八七八 POJの両種は毎千斤に付割増金拾五銭を減額
す但試作の目的を以てする場合は特別の取扱をなすことあるべし」（台湾糖
業研究会［1935］10ページ）と割増金の減額だけであったのに対し，38年の
「第参拾八期甘蔗買収価格並栽培奨励規程」の「第七　買収価格条件」には
「一　甘蔗品種　当社の認定せざる品種は凡て甘蔗千斤当原料代金五十銭を
減額し且特別割増金及植付奨励金を支給せず」（台湾糖業研究会［1936］10
ページ）と原料代，特別割増金，植付奨励金が減額ないし支給停止の対象と
なっていた。
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栽培面積が大きな制約を受けていた台北のみならず，爪哇大茎種の導入に
より単位面積当たりの甘蔗収穫量を増大させることは会社全体の重要課題
だったからである。
　とはいえ，本来ならば品種に対する植付奨励金をもって促進させるとこ
ろを高い割増金と爪哇大茎種の指定をセットとしている点に，南部採取区
域を中心に安定した原料調達を実現していた台湾製糖にあっても，米糖相
剋の深刻な北部地域は別格であったことを如実に物語っている。なお，台
北以外の採取区域では，植付と収穫時期を指定しているのが台湾製糖の特
徴であり52），事実，表９の早植割合において1930年代前半平均ですでに台
北以外の10区域が90％を上回る高い割合を示していた。早植奨励が早植割
合の低い区域で実施されるのに対し，甘蔗買収価格の付帯条件とされる早
植指定は価格に敏感な農民には即効性があり，すぐに成果があらわれたと
いうことである。
　次に，1931年段階の最高価格で台北6.5円と後壁林53）4.6円との間に1.9円
の価格差があったにもかかわらず，生産調節下の33・34年には４円，3.1
円と0.9円まで差が縮まり，その後も42年の台北７円と埔里社5.5円の1.5円
差を上回ることはなかった。また，32年段階で0.7円であった阿緱，東港，
旗尾5.3円との価格差も33年以降42年までは0.6円前後の差を維持しており，
割増金で際立っていた台北に対し，他の採取区域は植付奨励金をもって米
52）　以下の分析において，植付時期は早植，収穫時期は晩収をそれぞれ意味
し，甘蔗の生育期間を最低18カ月は確保したいとの製糖会社各社の要望が込
められた記述となっていることをあらかじめ指摘しておきたい。
53）　1912・13年の大暴風の教訓を踏まえ，高台の苗圃を用意すべく傘下に収め
られたのが後壁林であった（伊藤編［1939］183-184ページ）。ゆえに，同採
取区域は山地という特殊地理環境下に置かれ（図１参照），甘蔗栽培適作地
としては限界があったため常に買上価格が低くならざるを得なかった（付表
１参照）。
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糖相剋に対応していたため，最高価格の合計では台北の抜きん出た高さが
確認できなかったわけである。要は，甘蔗作よりも米作が盛んであった台
北では，割増金と品種指定をセットで対応せざるを得なかったのに対し，
甘蔗作が盛んであった埔里社を除く他の区域では，植付奨励金をもって対
応するだけの猶予が残されていたことになる。とはいえ，糖業令公布を受
けた43年以降は台北の植付奨励金も増加し，割増金の高さとあわせて最高
価格差は1.45円にまで拡大している。管理令公布によって米価が安定し，
比準法を導入するための明確な基準が明示されたことで，米糖相剋の深刻
な台北においては，割増金のみならず植付奨励金までも増加させる基準が
与えられたということである。
　最後に，台湾製糖の生産調節期と統制経済期の特徴を確認しておこう。
付表１の1932年と33年の買収価格を比較すると，原料代の減少幅より大き
いのが割増金と植付奨励金であり，最高価格の植付奨励金に関しては付与
されなくなっている。また最低価格については，33年以降しばらく割増
金，植付奨励金ともにまったく付与されておらず，すべての採取区域に32
年まで付与されていた割増金が姿を消したことは特に注目される。以上，
台湾製糖における生産調節は割増金カットを軸に実施された点を指摘して
おきたい。一方，買収価格統一化の動きは37年段階で前兆が見られ，台
北，埔里社以外の採取区域すべての買収価格が統一されていたが，比準法
導入にともない42年以降は再び４区分へと増えている。そうした意味で
は，糖業令公布による台湾製糖の最も大きな変化は比準法導入による割増
金の増加であることを付表１は示しており，事実，最高価格の備考に記載
された内容とは，水田の割増金への比準法導入とともに基準を主として蓬
莱米価格とするというものであった。
　続いて，大日本製糖の甘蔗買収価格の特徴を付表２に読み取っていきた
い。まず注目されるのは，表６ですでに言及した月眉への比準法導入の早
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さであり，1930年段階の備考に早くも植付奨励金に比準法的な要素が確認
できる。同社の採取区域に割増金や植付奨励金が全面的に採用され出すの
は，37年以降のこととなる。生産調節が実施された33年には，原料代４円
から2.7円へと大幅に引き下げる一方で，採取区域ごとの特性を活かしつ
つ割増金と植付奨励金で差別化を図り，買収価格全体としては甘蔗作への
インセンティブを下げる方向へと誘導したのであった。生産調節を実施す
るという観点から言えば，原料代を引き下げるだけで十分であり，割増金
や植付奨励金の増額との組み合わせは一見矛盾するように思われるが，な
ぜこうした複雑な生産調節策を大日本製糖は講じたのであろうか。
　その背景には，近代製糖業に後発企業として参入した大日本製糖特有の
制約条件が横たわっていた。内地精製糖からスタートし台湾分密糖への戦
略転換によって失敗からの再生を図っていた同社が54），台湾に進出する際
に残されていた採取区域はきわめて限定的で，米糖相剋が深刻な中部以北
以外に事業展開の可能性は残されていなかった。すなわち，大日本製糖の
原料甘蔗の調達はパイオニア企業台湾製糖のような安定的なものではな
く，米糖相剋という最大の制約条件を克服することなくして同社の再生も
現実のものとはならなかったのである55）。その結果が生産調節下にあって
も買収価格の諸要素を複雑に上げ下げしなければならないという現実であ
り，生産調節期にあっても甘蔗作へのモチベーションを高めるための策を
無視できないという大日本製糖特有の特徴へと結びついたのであった。な
54）　日糖事件という形で倒産寸前までの失敗局面を迎えた大日本製糖が，再生
請負人藤山雷太の手によっていかに再生を図っていったのかについては，久
保［2005］［2006d］［2007a］にそれぞれ詳しいので参照されたい。
55）　1936年末の採取区域内の地目割合を示した表２によれば，大日本製糖の採
取区域における水田割合は，虎尾（第１・第２）81.6％，龍厳89.5％，斗六
48.4％，北港78.1％，月眉88.2％，烏日61.1％，大林64.8％，彰化83.5％とな
っており，９割近い月眉を筆頭に水田の占める割合の高さが確認できる。
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お，品種指定をめぐる最高価格と最低価格の対照性がすべての採取区域で
一貫して確認できる点も甘蔗適作地が限られた同社特有の条件提示であ
り，糖業令施行前後の41年まで，指定外品種には奨励規程そのものが適応
されていない。
　大日本製糖の最後に，糖業令を受けた1942年以降の動きを再び付表２に
確認していくと，龍厳，北港，沙鹿，䮄子脚（43年以降）を除き，水田で
の甘蔗栽培に限定して割増金に比準法が導入されると同時に，41年までの
備考に多く見られた植付と収穫時期の記述は42年以降も残され56），甲当た
り収穫を植付奨励金の基準とする記述は月眉57）に40年から42年にかけて継
続して確認できる。なお，大日本製糖の42年以降の動きは，昭和製糖合併
による42年，帝国製糖合併による43年それぞれの奨励規程に新たな採取区
域が数多く加わっていることもあり，42年以降割増金や植付奨励金がすべ
ての採取区域に採用されるものの，その内容が統一されることはなかっ
た。
　この点を如実に物語る一例として，例えば1944年の最高価格は，30年に
56）　備考に示された大日本製糖の特徴としては，月眉を除き植付時期に関する
記述が中心だったが，1935年以降は収穫時期の記述も増え（付表２参照），
台湾製糖と同様に甘蔗の生育期間を確保し成熟度＝歩留りを向上させるため
の条件を提示した。付表２の植付時期をめぐる記述のうち，烏日には（台
地）畑に限定して指定されているのがわかるが，これには36年末の採取区域
内の地目割合のうち実に35.7％を山畑が占めているという特殊地理環境を受
けたものである（表２参照）。なお，表９で確認した早植割合においても，
烏日を除くすべての採取区域で85％以上の早植割合を30年代前半平均ですで
に達成しており，44.1％と低い割合だった烏日も後半平均では54.8％まで改
善した。
57）　先述したように，米糖相剋の深刻な月眉には早くから比準法が導入されて
いるのみならず，大日本製糖の採取区域のなかで常に群を抜いた甘蔗買収価
格を示していたが，1941年からは甲当たり奨励金へと変化したため，他の区
域との比較が困難となった（付表２参照）。
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早くも比準法が導入された月眉ではなく，昭和製糖合併による苗栗と帝国
製糖合併による新竹，竹南の9.5円であった。逆の見方をするならば，こ
れら３つの採取区域はいかに米糖相剋に翻弄されていたのかということに
なる。新高製糖合併による37年の動きも含め，特殊地理環境の異なる採取
区域を相次いで傘下に収めていった大日本製糖ならではの苦労の足跡を垣
間見ることができ，同社を再生させ近代製糖業界の一番手企業へと成長さ
せたM&A戦略の功罪をここに確認することができよう。奨励規程が統一
化の傾向を辿るなかにあっても，米糖相剋の重層構造に規定された個々の
採取区域の特殊環境へと柔軟に対応した結果が大日本製糖の甘蔗買収価格
をめぐる実情であり，M&A戦略と表裏一体の関係にあった甘蔗作農民へ
の対応の柔軟性こそが同社をトップ企業へと躍進させた原動力であったと
いうことである。
　次に，明治製糖の甘蔗買収価格を整理した付表３に検討を加えていく
と，品種指定をめぐる最高 ･最低価格の対照性は大日本製糖と同じであ
る58）。生産調節期の特徴としては，原料代を４円から2.7円へと大幅に減ら
す一方で，渓湖を除き割増金を増やしている点は大日本製糖と同じである
が，明治製糖では植付奨励金を例外なく減らしている点が異なっている。
生産調節下にあっても割増金だけは増加させることで，必要最小限の原料
58）　例えば，総但・蕭8の「昭和十四─十五年期蔗作奨励規程」所収の「指定
品種」には，「本期指定品種ハ爪哇実生二七二五号，同二八七八号，同二八
八三号及台湾実生一〇八号とす」（台湾糖業研究会［1938］８ページ）とあ
る。なお，1932年から40年までの明治製糖すべての採取区域に指定外品種の
混在を減額対象とする付帯条件が確認でき，33年からは「左記に該当する原
料は事情の如何により一割以上を減額す……（六）当社の承認を受けずして
異筆，異品種其の他買収価格割増金奨励金等の支給額を異にする原料を混積
せるもの」（台湾糖業研究会［1931］34ページ）とあるように，買収価格
（ないしは割増金を含め）１割以上という具体的な減額数値が示されるに至
った。
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甘蔗を確保しようとする方針が目立っており，これまた米糖相剋の深刻な
中部を中心に採取区域を構える製糖会社ならではの対応と言える。同じく
生産調節期に限定した特徴として，品種や植付時期の指定に加え，南投を
除き収穫時期を指定している点が注目されるが59），これは甘蔗収穫量は減
産させても高品質の原料を栽培させるべく生育期間の確保を目指したもの
である。
　一方，植付奨励金に大きな変化が見られたのが1937年であり，すべての
採取区域に35年採用されたのを受け，37年から39年にかけて植付奨励金が
大幅に増加している。これには，明糖事件の疑惑を受けて社長を一時退い
ていた相馬半治が再び社長に復帰した37年，明治製糖最大のアキレス伳で
あった原料調達面での脆弱性を強化すべく，「現状維持ハ退歩ナリ」をス
ローガンに大きく戦略転換したことが関係しており，この点に関してはす
でに言及したところである。また，表６でこれまた言及した南投，渓湖へ
の比準法の導入の早さを付表３の34年と35年以降に再確認でき，蓬莱米を
基準品種としている点もあわせて注目されよう。両区域の半分は濁水渓流
域の肥沃な米作適作地でもあったことから60），割増金や植付奨励金ととも
に比準法の早期導入は米糖相剋対策としては当然の結果であり，特に35年
59）　表９の早植割合によれば，南投を除くすべての採取区域で85％以上の早植
割合を1930年代前半平均ですでに達成しており，23.4％と低い割合だった南
投も後半平均では38.4％まで改善した。
60）　採取区域内の地目割合（1936年末）を示した表２によると，南投と渓湖の
水田割合は41.4％，53.7％と必ずしも高い割合ではないが，嘉南大圳の恩恵
を受けなかった区域だけに三年輪作という米との共存策は見出すことでき
ず，結果として，肥沃な水田をめぐって二者択一的な米糖相剋が展開され，
比準法を早期に導入するだけの動機づけは十分にあったのである。なお，南
投の山地畑の割合は49.5％と高かったが，後述する昭和製糖の苗栗や大湖の
ように最低価格に畑の指定はなされておらず，両区域とは異なり，南投の山
地畑の生産性は低くなかったためと考えられる。
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以降は，甘蔗買収価格も際立っているし，南投，渓湖に導入された比準法
をめぐる傾向は，42年以降蕭8と蒜頭を除くすべての採取区域で統一され
ることになる。
　四大製糖の最後に，塩水港製糖の甘蔗買収価格について付表４に検討し
ていくならば，先述した３社に確認できた植付と収穫時期の記述に関して
は，1930年にすべての採取区域にまず植付時期が記載され始め，32年から
は新営，岸内で収穫時期も記載され出している61）。その一方で，30年に渓
州からスタートした興味深い備考記述が35年以降すべての採取区域で展開
され，最高価格と最低価格との間に指定品種をめぐる対照性を見出すこと
ができる。同様の対照性としては，30年から渓州を除いて原料調製の優
良・不良をめぐって記述され始めていた。
　特殊処理環境として，海岸地域は季節風の影響を大きく受けていたた
め，栽培される甘蔗の品質は相対的に低かったことは，渓州62）の付帯条件
に35年以降一貫して海岸地区が指定されていることからも明らかであろ
う。海岸地区の季節風がアルカリ性塩分土質を同区域にもたらし，結果と
して良好な甘蔗栽培の足枷となっていたことを明治製糖の渓湖とともに如
実に物語っており，同様に海岸地帯のアルカリ性土質に悩まされていた新
営，岸内が嘉南大圳の完成によりその制約条件を克服していったのとは対
61）　早植割合を示した表９によると，植付時期が指定された新営，岸内では90
％以上，指定されなかった花蓮港，渓州でもそれぞれ80％以上，75％以上を
1930年代前半の平均で達成した。
62）　渓州は濁水渓の北部に横たわり，冬季季節風が強烈な瘠せている海岸地帯
もあり，濁水渓が形成した肥沃な水田地帯もある。主に採取区域の東部に二
作田の多くは分布し，濁水渓による肥沃な土壌と水利施設から全島でも有名
な米作中心地帯であるのに対し，畑は主に海岸地帯に分布し土壌は強いアル
カリ性（塩分）地質のため農作に不利であり，排水不良から甘蔗の歩留りも
低くなっていた（皿谷広次「林糖買収に就て」『糖業』第14年第３号，25ペ
ージ）。
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照的であった。
　最後に，塩水港製糖の生産調節期と統制経済期の動向を付表４に確認す
ると，すべての採取区域において，他の３社と同様に生産調節期の原料代
は大幅に減少しているものの，割増金や植付奨励金は異なる動きを見せて
いる。すなわち，新営・岸内や花蓮港のように割増金が増加し植付奨励金
は減少した区域もあれば，割増金が増加した渓州のような区域もあり，全
島に採取区域を所有した塩水港製糖ならではの多種多様な動きと言える。
一方，糖業令を受けた42年以降の動きについては，先述した蓬莱米価格を
基準とした比準法の導入とともに，最高価格の植付奨励金や最低価格の割
増金がすべての採取区域に採用されるようになり，原料代が増加した結
果，44年までのすべての採取区域が甘蔗買収価格を増加させていることを
付表４より理解することができる。
⑵　その他製糖会社の甘蔗買収価格
　四大製糖に引き続き，他の製糖会社５社の甘蔗買収価格についても検討
を加えていきたい。付表５の新高製糖から検討していくと63），同表でまず
注目されるのが比準法導入が単年度とはいえ早かったことである。嘉義に
は1930年という異例の早さで導入されている。また，指定品種をめぐる最
63）　四大製糖以外の甘蔗買収価格を検討するに際し，四大製糖体制へと収斂し
ていく近代製糖業界の再編状況を確認しておきたい。大日本製糖による東洋
製糖，新高製糖，昭和製糖，帝国製糖の合併はそれぞれ1927年，35年，39
年，41年，台湾製糖による新興製糖の合併は41年，明治製糖による台東製糖
の合併は43年であるが（台湾総督府『第十六台湾糖業統計』6-9ページ『第
二十九台湾糖業統計』6-9，18-19ページ），奨励規程は２年度にまたがる甘
蔗栽培の植付前に提示されること，採取区域によっては奨励規程の年度表記
が１年ずれることもあったことから，実際の合併年の１年ないし２年後まで
奨励規程が存在したことになる。なお，近代製糖業界の３度にわたる再編プ
ロセスについては，久保編［2009］所収の第１章に詳しい。
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高価格と最低価格の対照性も他社と同様である。
　それ以外の特徴としては，甲当たり収穫に関する基準が彰化には1930年
段階で早くも最高価格に採用されているが，甘蔗適作地面積が限られた台
湾にあって，質的増産は急務であることはくり返し述べてきたところであ
る。品種の指定の甲斐あって，20年代後半から30年代前半にかけて，各採
取区域の歩留りは彰化第１が10％から11.8％へ，同第２が9.9％から12.6％
へ，嘉義が11.8％から14.3％にそれぞれ大きく伸びた（表10参照）。また，
嘉義が早植を重視していたことは31年以降植付時期に関する記述がなされ
ていることからも明らかである（付表５参照）。事実，早植割合を示した表
９には，30年代前半の平均で92.9％という高い割合を示していた。なお，
37年以降は大日本製糖に合併されるが，その後の動向については付表２に
おいてすでに検討したところである。
　次に，昭和製糖の甘蔗買収価格を付表６に検討していく。同表を見てま
ず注目されるのは，宜蘭への比準法導入の早さであり，1930年に導入され
た後しばらく姿を消すが，35年から38年まで比準法を導入している。39年
から41年は導入されていないように見受けられるが，実は甘蔗買収価格以
外に比準法が導入されていたのである（表６参照）。そうした意味では，大
日本製糖に合併された42年以降も含め，31年からの４年間を除き常に比準
法を採用し続けていたのが宜蘭であり，台北州の北東部という米作が盛ん
な地域に位置していた採取区域ならではの米糖相剋への対応であったと言
えよう（図１参照）。
　昭和製糖が宜蘭とともに所有していた玉井も興味深い特徴を有してお
り，31年以降一貫して植付時期を指定し早植を重視していたが，この点は
早植割合を示した表９にもあらわれており，30年代前半の平均で97.3％と
いうきわめて高い割合を示していた。玉井では品種の指定が32年以降最
高・最低価格の対照性をもって確認できるが，これは指定品種の栽培を甘
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蔗買収価格の前提条件としていたということであり，それだけ優良品種を
普及させることが急務であったことを物語っている。苗栗の36年以降と大
湖の39年に最高価格＝水田，最低価格＝畑という対照的な記述が見られる
が，特に栗苗については，36年末の地目割合で水田割合が51.5％と畑と拮
抗しているものの，39.8％は山畑が占め甘蔗の生産性が低いゆえに水田へ
の買取価格を優遇させた最大の要因であると考えられる（表２参照）。なお，
42年以降は大日本製糖に合併されるが，その後の動向については付表２に
おいてすでに検討したところである。
　続いて，付表７に帝国製糖の甘蔗買収価格を検討していくと，台中第
１・第２と潭子（潭仔䭥）では1931年から早くも比準法が導入され，新竹
と竹南も37年に導入されることで，糖業令以前にすべての採取区域におい
て比準法が導入された点を同社の特徴としてまず指摘しておこう。36年末
の採取区域内の地目割合を示した表２によると，台中第１・第２と潭子
（潭仔䭥）の水田の割合は74.2％と高いため，米糖相剋対策として比準法を
導入したのは理解できるが，それとは対照的に，竹南と新竹の水田割合の
場合は34.9％，51.9％と必ずしも高くないなか比準法が導入された背景に
は，生産性の低い山畑の割合がそれぞれ50.7％，31.6％と高いため，結果
として限定された水田での甘蔗作を期待せざるを得ないという特殊事情が
横たわっていた。
　事実，新竹と竹南の最低価格には指定外品種の使用とともに，山間部の
特定地域の指定が1933年から40年まで明示されていた。なお，大日本製糖
に合併される以前の統制経済期は42年しか確認することはできないが，付
表７を見る限り，比準法の基準価格をすべての採取区域で在来米から蓬莱
米へと移行させたことが重要な変更点であり，植付時期を明示し早植を重
視してきた41年までの記述は後退するか姿を消している64）。なお，品種指
定が早い段階から記載されているのも帝国製糖の特徴であり，その甲斐あ
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って歩留りは20年代後半に比べ30年代前半が２％近く上昇している（表10
参照）。
　最後に，台湾製糖に合併される新興製糖を付表８に，また明治製糖に合
併されるに至る台東製糖を付表９にそれぞれ検討を加え，すべての採取区
域の甘蔗買収価格に関する個別分析を終えることにしたい。まずは付表８
の新興製糖だが，植付・収穫時期に関する記述が早い段階から確認でき
る。植付については1930年から，収穫については32年からそれぞれ確認で
き，あわせて32年からは植付・収穫時期が最低価格にも記載されること
で，両時期をめぐって最高・最低価格の対照性が見られたのである。
　そして，新興製糖の特徴として注目されるのが，先述した植付時期を指
定していながらも，1936年から40年まで早植を二期糊仔とともに別途併記
している点である。ここでの早植とは，同じ指定植付期間であっても従来
よりも早く植え付けることを指し，二期糊仔とは，一期水田の水落ちしな
いうちに畝（畦）に甘蔗を植え付けることを意味していたことから，「早
植・二期糊仔」という36年以降の記述はもっぱら二期糊仔を奨励するため
の早植規程であったと理解することができる。こうした早植への積極的奨
励策の甲斐あって，早植割合を示した表９には30年代前半の平均で94.5％
という高い割合を示していた。なお，糖業令を受けた42年以降，他の製糖
会社と同様に蓬莱米を基準価格とした比準法が導入されている。以上，台
湾製糖の採取区域に隣接する甘蔗栽培には適した区域を所有ながらも，水
田での甘蔗栽培奨励への策を講じなければならなかった背景には，南部地
域をも巻き込んだ形で全島レベルで普及していった蓬莱米の存在があった
ことは言うまでもない。
　一方，台東製糖の甘蔗買収価格を検討すべく付表９に目をやると，甲当
64）　早植割合を示した表９によると，1930年代前半の平均で40％未満の低い水
準にとどまっており，後半平均でも大きな改善結果は示されていなかった。
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たり収穫をめぐる最高価格の指定が1933年から42年まで一貫して確認する
ことができる。このように質的増産を重視する背景には，採取区域の66.4
％を畑が占めていたにもかかわらず（36年末，表２参照），20年代前半の歩
留りが7.7％と全社平均9.7％を２％も下回っており（表10参照），山と海岸
に挟まれた東南地域に位置する台東製糖の限られた採取区域において安定
した原料甘蔗を確保するためには，甲当たり収穫の増加という質的増産を
推進する以外方法はなかったのである。事実，糖業令を受けて比準法が導
入された42年まで，最高価格における甲当たり収穫の指定は継続されるこ
とになる。43年からは再び植付時期の指定とともに比準法が導入されてい
るが65），その内容は他社と同様に蓬莱米を基準としたものであった。
Ⅳ　1930年代の甘蔗買収価格の決定プロセス
⑴　「中瀬文書」に見る1920年代の決定プロセス
　1930年代の甘蔗買収価格の決定プロセスを論じるに際し，「中瀬文書」
を用いて20年代の決定プロセスを考察した久保［2006c］の分析結果をま
ずは整理しておこう。同考察のポイントは，①製糖会社ごとの買収価格の
決定方法と発表時期について，②甘蔗買収価格の決定プロセスの解明につ
いて，③甘蔗作農民の手取金割合について，以上の３点である。
　そこで，①についてまず整理しておくと，甘蔗の買収価格は米価を中心
とする競合作物の価格に最も影響されつつも，諸物価や民情等の諸般の事
情，地目や甘蔗の種類などの影響も受けていた。買収価格は，原料代，割
増金，奨励金，調製賞与金・罰金の４項目から大きく構成されていたが，
甘蔗作農民たちの大きな関心の的となった発表時期とは，狭義の甘蔗買収
価格である原料代の発表時期に他ならず，製糖会社から発表される奨励規
65）　早植割合を示した表９によると，1930年代前半の平均で78.2％であったが
後半には81.2％に改善した。
甘蔗栽培奨励規程に見る甘蔗買収価格の決定プロセス（Ⅱ）（久保）　581
程によって基準価格となる原料代がまず示され，それにプラス・マイナス
両面の要素が加除されたのが広義の買収価格であった。そして，帝国製糖
や台南製糖はじめ採取区域によって同じ製糖会社でも買収価格の決定方法
や減額事項が異なっていたことは，米糖相剋を中心に採取区域の位置した
特殊地理環境が及ぼした影響の大きさを物語っている。なお，決定方法と
ともに問題となった発表時期に関しては，発表後に糖価が暴落した場合に
は製糖会社側が大きな損害を被り，同じく競合作物の価格が暴騰した場合
には農民側の損失が大きいことから，両者の利害はとかく対立しがちであ
ったが，農民側の意見を取り入れて発表時期は徐々に早まる方向へと推移
していった。その結果が，植え付け前にすべての採取区域で提示されるに
至る30年代の奨励規程に他ならなかった。
　次に，②の買収価格の決定プロセスについて整理しておくと，甘蔗買収
価格に大きな影響を及ぼす米価が諸物価によって毎回変動するため，製糖
会社から発表されるまでは買収価格の中心をなす原料代を農民は掌握でき
なかった。その一方で，米はじめ競合作物を上回るインセンティブを付与
する必要性から割増金や奨励金が重要な手段となりえたこと，割増金や奨
励金についても奨励規程によって事前に公にされるケースが大部分であっ
たこと，以上２つの理由から，買収価格の基準となる原料代，事前公表分
の動機づけ要素である割増金と奨励金，収穫後の調製段階での最終的な加
除を行う調製賞与金・罰金，以上３段階に決定プロセスを分けて考えるの
が妥当であろう。また，地目別では畑よりも田が，品種別では改良種やジ
ャワ実生種といった生産性の高い新品種の買収価格がほぼすべての製糖会
社で高かった。製糖会社ごとの買収価格では，中部以北に位置する採取区
域の買収価格が高く，米糖相剋によって甘蔗作付面積が限定されるなか，
新品種導入によって収穫量の増大を目指そうとする対応が垣間見える結果
となっていた。
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　続いて，③の甘蔗作農民の手取金割合について整理していくと，改良品
種の甘蔗買収価格そのものが高かった結果，台湾製糖を中心に農家手取金
の割合が高い工場が目立ち，甘蔗収穫量の増大のため新品種を普及させた
い製糖会社にとっては自然の成り行きである。また，奨励金の割合や歩留
りの高さという点でも台湾製糖の各工場の高さが目立っており，農民との
良好な関係を重視しつつ，常に農事研究面で業界をリードしようとするパ
イオニア企業としての姿勢が，先の手取金割合の相対的高さと同様に示さ
れる形となった。ただし，改良種を中心とした甘蔗作農民への促進策は，
台湾製糖の台北の事例が象徴するように同じ製糖会社内にあっても微妙に
異なっていた。全体平均を上回る割合の手取金が与えられている一方で奨
励金はまったく付与されておらず，農民に対する動機づけの方法は同一企
業内でも一様ではなかった。すなわち，甘蔗買収価格を高くすることで奨
励金を別途付与しない台北のような工場もあれば，奨励金をもって動機づ
けを行おうとする南部地域の工場もあったわけである。本論文でも確認し
た米糖相剋の重層構造を前提として考えるとき，とかく対立しがちであっ
た製糖会社・甘蔗作農民双方の利害を同時実現させるうえで最も重要とな
ったのが買収価格の引き上げであり，甘蔗作農民のモチベーションを高め
ようとする台湾製糖の買収方針のありようは，製糖会社と甘蔗作農民との
良好なる関係を示唆するものであった66）。
66）　施肥増進策に関しては，その一環として重要視されていった金肥であった
が，金肥そのものを配布したうえで，実費を事後的に徴収するという施肥増
進策のやり方が農民の経済状況を圧迫したという点，そして，肥料補助金と
いった形で奨励金を給付することで，農民に米作よりも甘蔗作を行うための
動機づけを行おうとした点，以上２点をなかでも押さえておきたい。甘蔗作
農民自らが耕作する縁肥に対して奨励金を付与することは，農民の金肥支出
への反発を緩和するのみならず，奨励金をもって甘蔗栽培へのインセンティ
ブを与えるという二重の意味あいを有していたのである。
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　なお，久保［2006c］が依拠した「中瀬文書」所収の史料が作成された
時期が，蓬莱米が南部地域をも巻き込んだ形で本格的に普及していく1920
年代後半よりは早い時期のものであったことから，米糖相剋の影響はもっ
ぱら中部以北の地域に限定され，米糖相剋に関連した考察結果も20年代前
半までの特徴を有していたことは最も注意を要する点ではある。しかし，
「中瀬文書」を除いて20年代の甘蔗買収価格の考察を可能とする史料が存
在しない現状にあっては，時期限定的ながらもその価値は軽視されるべき
ものではなく，この準備作業を踏まえて初めて本論文における30年代の甘
蔗買収価格の分析は大きな意味を持つのである。
⑵　1930年代の甘蔗買収最高価格と最低価格
　次に，Ⅲで詳細に検討してきた1930年代の甘蔗買収価格について，その
最高価格と最低価格ごとに整理し直した表11と表12によってあらためて検
討を加えることにしよう。まずは，最高価格を整理した表11を見ていく
と，製糖会社ごとにすでに確認した中部以北の採取区域の高さが目立つ。
ここで注意を要するのは，毎甲当たり付与される植付奨励金は表11には含
まれていない点である。その点を踏まえて具体的に見ていくと，台湾製糖
の台北，明治製糖の渓湖，南投，大日本製糖の月眉，昭和製糖（大日本製
糖）の宜蘭（二結），昭和製糖（大日本製糖）の苗栗，塩水港製糖の渓州，
帝国製糖（大日本製糖）の台中・潭子（潭仔䭥），中港（竹南），新竹の買収
価格が該当する。また，最低価格とも共通した特徴として，買収価格が実
績収量（斤）当たりの価格設定になっているのに対し，植付奨励が面積当
たり（毎甲）の記載が目立つ点である。前者が実際に収穫された成果に対
して設定されていたのとは異なり，後者は実際に収穫できるかどうか不透
明な面積を基準として付与することにより，農民に甘蔗を栽培することへ
の強いインセンティブを事前に付与するものであった。
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　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
製
糖
会
社
製
糖
所
・
工
場
1
9
3
0
年
1
9
3
1
年
1
9
3
2
年
1
9
3
3
年
1
9
3
4
年
1
9
3
5
年
1
9
3
6
年
1
9
3
7
年
1
9
3
8
年
1
9
3
9
年
1
9
4
0
年
1
9
4
1
年
1
9
4
2
年
1
9
4
3
年
1
9
4
4
年
台
湾
製
糖
車
路
䭥
5
.3
0
5
.0
0
5
.2
0
3
.5
0
3
.5
0
4
.2
4
4
.2
4
4
.4
9
4
.8
9
5
.1
4
5
.1
4
5
.3
9
6
.6
5
7
.0
5
8
.6
0
三
䮄
店
湾
裡
橋
仔
頭
5
.1
4
6
.4
0
7
.1
0
8
.3
0
阿
緱
5
.4
0
5
.1
0
5
.3
0
東
港
旗
尾
後
壁
林
5
.0
0
4
.6
0
4
.9
0
3
.1
0
3
.1
0
恒
春
4
.7
0
4
.8
0
3
.4
0
3
.4
0
4
.1
5
4
.1
5
埔
里
社
4
.8
0
5
.1
0
3
.2
0
3
.2
0
3
.7
0
3
.7
0
3
.9
5
4
.3
5
4
.5
0
4
.5
0
4
.5
0
5
.5
0
7
.3
0
7
.7
0
台
北
6
.5
0
6
.0
0
4
.0
0
4
.0
0
4
.7
0
4
.7
0
5
.0
0
5
.5
0
5
.8
0
5
.8
0
5
.8
0
7
.0
0
8
.5
0
9
.1
0
新
興
製
糖
山
仔
頂
4
.6
0
4
.6
0
4
.8
0
3
.3
5
3
.5
0
4
.0
5
4
.6
5
4
.9
0
5
.4
9
5
.7
4
5
.7
4
5
.7
4
6
.4
0
7
.1
0
明
治
製
糖
総
但
4
.7
0
4
.6
0
4
.9
0
3
.5
0
3
.6
5
4
.3
8
4
.2
1
4
.6
5
5
.0
5
5
.6
0
5
.6
0
6
.6
0
6
.7
5
7
.1
5
7
.4
5
蕭
8
6
.6
5
6
.8
5
7
.0
5
蒜
頭
5
.2
0
4
.4
1
4
.9
5
5
.3
5
5
.5
5
5
.5
5
7
.5
0
6
.8
5
7
.1
5
烏
樹
林
5
.2
0
4
.7
0
3
.7
0
3
.8
5
4
,5
6
6
.2
5
6
.9
5
7
.4
5
8
.0
5
南
靖
5
.6
0
渓
湖
5
.0
0
4
.9
0
5
.1
0
3
.2
0
3
.2
0
5
.4
6
5
.1
8
6
.3
0
7
.2
0
7
.6
0
7
.6
0
7
.0
5
7
.8
0
7
.8
5
8
.4
5
南
投
5
.9
0
3
.8
0
4
.3
0
6
.0
0
6
.3
0
7
.0
5
8
.1
0
7
.9
0
7
.9
0
8
.8
5
7
.6
5
8
.0
0
大
日
本
製
糖
虎
尾
4
.7
0
4
.2
0
4
.2
0
3
.4
0
3
.5
0
3
.9
0
3
.9
0
3
.9
0
4
.2
0
4
.9
0
4
.9
0
5
.2
0
6
.4
0
7
.0
0
7
.3
0
北
港
4
.0
0
4
.0
0
4
.0
0
4
.3
0
4
.3
0
4
.2
0
4
.5
0
6
.5
0
6
.4
0
龍
厳
3
.9
0
4
.1
0
4
.0
0
4
.0
0
斗
六
5
.0
0
4
.2
0
4
.2
5
2
.9
0
2
.9
0
3
.7
0
3
.8
5
3
.8
5
4
.1
5
4
.5
0
4
.5
0
4
.8
0
7
.0
0
7
.3
0
烏
日
5
.8
0
5
.1
0
3
.4
0
3
.5
0
3
.8
0
3
.8
0
5
.2
0
5
.9
0
6
.0
0
4
.3
0
4
.6
0
5
.7
5
7
.1
0
7
.7
0
月
眉
7
.0
0
6
.9
0
6
.6
0
4
.5
5
4
.8
0
5
.2
1
5
.2
1
5
.9
0
6
.4
0
6
.5
0
4
.1
0
4
.3
5
6
.9
0
7
.5
0
新
高
製
糖
彰
化
7
.6
0
6
.5
0
5
.6
0
3
.7
0
4
.5
5
4
.0
4
3
.4
5
3
.5
0
7
.1
0
7
.3
5
5
.5
0
4
.6
0
5
.7
5
7
.0
0
7
.6
0
嘉
義
（
→
大
林
）
4
.8
0
4
.8
0
5
.1
5
3
.0
5
3
.5
5
4
.1
7
4
.2
0
4
.4
0
4
.8
0
4
.5
0
4
.5
0
5
.0
0
6
.1
0
6
.9
0
7
.3
0
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昭
和
製
糖
宜
蘭
（
→
二
結
）
5
.6
0
5
.0
0
5
.0
0
3
.2
0
3
.3
5
4
.6
5
4
.2
5
4
.2
5
5
.3
5
3
.3
5
3
.3
5
3
.3
5
6
.6
0
8
.1
0
8
.2
0
玉
井
4
.0
0
4
.0
0
3
.3
0
2
.9
0
3
.9
0
4
.0
0
4
.3
0
4
.6
0
4
.6
0
4
.6
0
4
.6
0
6
.4
0
6
.6
0
6
.9
0
竹
山
4
.9
0
3
.2
0
3
.5
0
4
.5
0
4
.7
0
5
.1
0
u.
a.
6
.8
0
5
.1
0
苗
栗
4
.8
0
4
.9
0
5
.2
0
5
.2
0
4
.6
0
4
.6
0
7
.3
0
8
.2
0
9
.5
0
沙
　
　
轆
　（
鹿
）
3
.9
0
3
.9
0
4
.2
0
4
.9
0
4
.2
0
4
.2
0
6
.7
0
6
.0
0
6
.6
0
塩
水
港
製
糖
新
営
5
.7
0
4
.7
0
5
.5
0
4
.0
0
4
.0
0
4
.6
8
4
.6
0
4
.7
0
5
.0
0
5
.2
0
5
.2
0
4
.7
0
6
.6
0
6
.8
0
7
.3
0
岸
内
渓
州
5
.3
0
4
.9
0
4
.7
0
3
.8
0
3
.6
5
4
.1
4
4
.8
0
4
.3
0
6
.0
0
4
.7
0
4
.7
0
5
.0
0
6
.3
0
8
.0
0
8
.3
0
花
蓮
港（
寿
・
大
和
）
5
.2
0
4
.1
0
3
.6
0
4
.0
0
4
.4
9
4
.6
0
4
.8
0
5
.6
0
5
.6
0
5
.6
0
4
.6
0
7
.0
0
7
.3
0
7
.9
0
帝
国
製
糖
台
中
5
.5
0
3
.1
0
4
.6
0
5
.0
0
5
.0
0
6
.0
5
6
.3
0
6
.1
0
6
.1
0
7
.4
0
7
.5
0
7
.7
5
8
.3
5
潭
子
（
←
潭
仔
䭥
）
中
　
港
（
→
竹
南
）
3
.0
0
3
.1
0
3
.7
5
3
.8
9
4
.7
0
4
.9
0
4
.9
0
4
.9
0
6
.0
0
8
.8
0
9
.7
0
9
.5
0
新
竹
䮄
子
脚
6
.5
0
9
.1
0
7
.2
0
台
東
製
糖
卑
南
2
.9
5
2
.7
0
3
.0
0
2
.9
5
2
.9
5
3
.2
0
3
.2
0
3
.2
0
3
.6
5
4
.9
0
5
.9
5
6
.8
0
（
出
所
）　
付
表
１
-
付
表
９
よ
り
作
成
。
586
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
1
2
　
甘
蔗
買
収
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　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
製
糖
会
社
製
糖
所
・
工
場
1
9
3
0
年
1
9
3
1
年
1
9
3
2
年
1
9
3
3
年
1
9
3
4
年
1
9
3
5
年
1
9
3
6
年
1
9
3
7
年
1
9
3
8
年
1
9
3
9
年
1
9
4
0
年
1
9
4
1
年
1
9
4
2
年
1
9
4
3
年
1
9
4
4
年
台
湾
製
糖
車
路
䭥
3
.2
0
3
.0
0
2
.7
0
2
.2
0
2
.2
0
2
.2
0
2
.2
0
2
.2
0
2
.5
0
2
.5
0
2
.5
0
3
.0
0
3
.5
0
5
.7
0
5
.6
0
三
䮄
店
湾
裡
橋
仔
頭
阿
緱
東
港
旗
尾
後
壁
林
恒
春
3
.0
0
2
.8
0
2
.6
0
埔
里
社
4
.0
0
3
.3
0
3
.0
0
5
.4
0
5
.7
0
台
北
3
.1
5
5
.8
0
2
.7
0
2
.7
0
2
.7
0
2
.7
0
2
.3
5
6
.0
0
6
.2
0
新
興
製
糖
山
仔
頂
2
.9
0
2
.9
0
3
.4
0
2
.5
0
1
.4
0
2
.4
0
2
.5
0
3
.6
0
4
.0
0
4
.1
5
4
.1
5
4
.1
5
4
.9
0
明
治
製
糖
総
但
2
.7
0
3
.0
0
3
.0
0
2
.0
0
2
.2
0
3
.1
8
3
.2
0
3
.2
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　続いて，最高価格特有の特徴として，製糖会社間の違いより採取区域間
の違いの方が大きい点が指摘でき，上述した米糖相剋の深刻な中部以北の
採取区域が高いことは言うまでもない。また，年によるバラツキも大き
く，1933年では最も高い大日本製糖の月眉4.55円と最も低い大日本製糖の
斗六2.90円との差は1.65円であったが，43年では最も高い大日本製糖の竹
南・新竹9.70円と最も低い台東製糖の卑南5.95円との差は3.75円と拡大し
ており，前者が生産調節期であることを勘案しても，その差は看過できな
い大きさと言えよう。最高価格の最後に指摘しておきたいのが，上述した
台北に限らず，台湾製糖のすべての採取区域が他社に比べ意外に高いとい
う点である。パイオニア企業ゆえの安定した原料調達状況とは一見して矛
盾しているようにも思われるが，実は，業界の模範たらんとする同社の良
好な労使関係の結果，米糖相剋状況が必ずしも厳しくないにもかかわら
ず，高い買収価格を付与するに至った次第である。
　一方，表12の最低買収価格に目を転じると，最高価格のような際立って
高い採取区域は存在しないが，新興製糖の山仔頂や新竹製糖（昭和製糖，
大日本製糖）の苗栗などが特に高い買収価格となっており，最低価格まで
も配慮せねばならない特殊事情を垣間見ることができる。そして，最低価
格が相対的に高い採取区域としては，米糖相剋が激しい中部以北に加え，
海岸寄り，山沿い，看天田等々の特殊地理環境が大きく影を落としてお
り，米糖相剋の重層構造をめぐる深刻さをここにも確認することができ
る。また，比準法の導入後に高い最低価格が目立っているが，これは管理
令によってその基準が明確になったことが功を奏していた。最後に，製糖
会社別の特徴としては，明治製糖の1938年以降の最低価格が例外なく上昇
していることが注目されるが，これも前述した「現状維持ハ退歩ナリ」の
スローガンのもと展開された増産計画の成果に他ならなかった。
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⑶　1930年代の甘蔗買収価格の構成要素と決定プロセス
　付表１から付表９の製糖会社各社の甘蔗買収価格の考察を踏まえ，1930
年代の買収価格の構成要素と決定プロセスをまとめた図３に検討を加えて
いくことにしよう。「中瀬文書」を用いた20年代の甘蔗買収価格の決定プ
ロセスが価格の基準となる原料代，事前公表分の動機づけ要素である割増
金と奨励金，収穫後の調製段階での最終的な加除を行う調製賞与金・罰金
の３段階に分かれていたのに対し，30年代においては原料代がすべての採
取区域でほぼ統一された価格となり，原料代への割増金と植付奨励金は同
じ製糖会社であっても採取区域によって異なっていた。そして，割増金が
原料代とセットであった点で両者をもって狭義の買収価格と見なすことが
でき，植付奨励金は植付・収穫時期を指定し早植・晩収によって生育期間
を確保する奨励金，水田での甘蔗栽培を優遇する奨励金，質的増収を目指
す奨励金，品種指定その他の奨励金の４つに大きく分けることができた。
なお，比準法は割増金にもっぱら導入され，水田を奨励する植付奨励金と
ともに重要な米糖相剋対策となっていた。
図３　 甘蔗買収価格の構成要素と決定プロセス
米価に連動して増減される分が含まれる
甘蔗栽培奨励
規程が提示
された段階
実際の甘蔗作
農民の受け取
り段階
実際の（広義の）買収価格
（狭義の）買収価格 植付奨励金
原料代 割増金 植付・収穫時期 水田奨励 質的増収
品種その他
栽培方法
調製
賞与金
調製
減額分
調製罰金分
を差引いた
原料代
割増金
調製罰金分を
差引いた
植付奨励金
（出所）　筆者作成。
調製による
植付奨励金
の減額分
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　と同時に，1920年代と比較した30年代の甘蔗買収価格の最大の特徴は，
調製賞与金・罰金が前面に出ていた20年代に対し，30年代では調製賞与金
の要素は割増金に加味され，良好な調製処理を高い買収価格の前提条件と
したのである。一方，最低価格の付帯条件に調製不良の要素が加えられる
ケースも多く，事実上の調製罰金を買収価格に反映させ，もっぱら最低価
格にかつての罰金的要素が加味されている。言い換えれば，20年代では調
製賞与金と調製罰金は別々に切り離されていたのに対し，原料代，割増金
の付帯条件として罰金の要素を組み入れた点が30年代の最大の特徴であっ
た。
　図３の上半分が奨励規程が提示される段階の甘蔗買収価格であるが，広
義の買収価格とは原料代と割増金の合計である狭義の買収価格に各種奨励
金と調製賞与金を加えた価格という関係にあった。一方，下半分は甘蔗作
農民が受け取る段階の買収価格であり，実際の買収価格は調製減額分を差
引いた原料代に割増金と調製減額分を差引いた植付奨励金を加えた価格と
いう関係が成り立っていた。また，1930年代の甘蔗買収価格の特徴とし
て，最高価格と最低価格を軸に原料代や割増金のみならず植付奨励金に至
るまで段階的な価格の提示がなされていたことが指摘でき，割増金その他
の付帯条件をめぐって最高・最低価格の対照性が確認できた採取区域も数
多く存在した。最終的に調製によって不良部分が減額されたことは言うま
でもないが，その減額分に関する明確な基準が事前に提示されていた点
に，20年代とは異なる農民への配慮という点で大きな前進を確認すること
ができよう。こうした傾向は糖業令を受けて比準法が全面的に導入される
42年の前年まで，米糖相剋が深刻な採取区域，とりわけ米糖相剋が特殊地
理環境と重なりあう重層構造を有する区域に顕著に確認することができた
のである。
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む　す　び
　本論文を終えるに当たり，製糖会社と甘蔗作農民との関係を考えるうえ
で甘蔗買収価格がいかに重要な意味を有していたのかをまずは考えてみた
い。1920年代から30年代にかけて台湾糖業政策の現場責任者の立場にあっ
た中瀬拙夫の認識によると67），採取区域制度は区域内における栽培選択の
自由を認め競合作物の収益以上の価格を保障した点において，甘蔗作農民
を圧迫する制度ではないと次のように記述している。
　「世人ノ云フガ如ク区域制度ハ決シテ徒ラニ農民ヲ圧迫スルモノニアラ
ズ　寧ロ之アルカ故ニ永ク本島糖業ヲシテ健実ニ発達セシムル所以ナリト
謂フヘシ」68）と。
　と同時に，同制度が農民に対して「保障」とともに「犠牲」を強いるも
のであると次のように明記していることは，台湾総督府の当該業責任者が
67）　中瀬の略歴を近代製糖業に関連するものに限って以下掲げると，1920年11
月に台湾総督府民政部殖産局糖務課長に就任して以降，22年から糖務課に籍
を置きつつ欧米に留学した後，24年には商工課長兼で再び糖務課長に復帰す
る。その後，組織変更した殖産局特産課の課長を長年務めた後，専売局長
（30年12月～32年３月），殖産局長（33年８月～36年10月）を歴任した（林
［1932］583-584ページ，および台湾総督府『台湾総督府文官職員録』，同
『台湾総督府職員録』，同『台湾総督府及所属官署職員録』の各年版）。
68）　中瀬［1925］。「中瀬文書」には特産（糖務）課長であった中瀬自身の採取
区域制度に対する考えを著した手書き稿本によると，採取区域制度は工場の
製造能力に見あった原料甘蔗の供給を製糖会社に保障する一方で，甘蔗作農
民には相当の代価をもって甘蔗を買い上げることを保障するものであったこ
とを次のように述べている。すなわち，「如何ナル場合ニモ必ズ之（原料採
取区域内の農民が栽培した甘蔗＝引用者）ヲ相当ノ代償ヲ以テ引取ラサルベ
カラサル義務アルモノニシテ即チ本制度ハ一方ニ於テハ農民ノ蔗作ニ対シ一
種ノ保障トナリ，他方製糖業者ニ対シ原料採取上ノ保障タルモノナリ」（中
瀬［1925］）と。
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その問題点を自覚していた点で注目に値する。
　「区域内農民側ヨリ之（採取区域制度＝引用者）ヲ観ルニ自己生産原料ノ
売却ニ就キ一定ノ保障（以下，下線＝引用者）ヲ与ヘラレタルモノナルコト
ハ言フヲ要セサルモ只茲ニ問題トナルハ原料引取人ノ一定セルコトハ一面
原料売却ニ関シ競争ノ自由ヲ失ヒ機会ニ均等シ得サル点之レナリ　之レ区
域制度ノ反射的効果ヨリ農民利益ノ一部ノ犠牲ヲ意味スルモノニシテ農民
ノ個人経済ヨリ見ルトキハ或ル苦痛タルヤモ知レサレトモ国家存立ノ目的
達成ノ見地ヨリ見ルトキハ亦已ムヲ得サルモノナリ」69）と。
　その一方で，採取区域制度は製糖会社にも応分のリスクを強いるもので
あったことは中瀬の次の記述からも明らかであるが，その最大の要因は競
合作物である米との相剋状況にあったことは言うまでもない。
　「製糖業者ハ糖価カ如何ニ下落シタル場合ト雖モ必ス其ノ地方ノ対抗作
物ノ収益以上ノ価格ヲ以テ甘蔗ヲ買収セサルベカラサル事情アルモノナリ　
而カモ農民ハ耕作ニ関シテハ何等ノ強制ヲ受クルコトナク全ク経済上ノ利
益ヲ見込ミ自由意思ニ依リテ甘蔗ヲ耕作シ」70）と。
　すなわち，甘蔗作農民には栽培した甘蔗の供給先を選択する自由が存在
せず，採取区域内の工場に売却する義務を有する一方で，製糖会社は米な
どの競合作物価格を勘案し，仮に糖価が下落した場合でもそれ相応の価格
で買収する義務を有していたことになり，甘蔗作農民・製糖会社双方に自
由を束縛しリスクを負担させる義務が生じていたことになる。それゆえ
に，近代製糖業を発展させるためには，製糖会社と甘蔗作農民との間の
「相互ノ協調ヲ本能的ニ要求」されることから，「共同ノ精神」，すなわち
「両者ノ確固タル精神的結合」こそが不可欠であり，「国内産業ノ助長策ト
シテ吾々個人ノ利益ノ一部犠牲ハ社会生活上利益平等ノ原則ニ立チ返リ忍
69）　「中瀬文書」所収の中瀬拙夫「原料採取区域制度ニ就テ」。
70）　中瀬［1925］。
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フヘキモノタリ」71）と主張するのである。
　以上から明らかなように，製糖会社と甘蔗作農民双方の犠牲という名の
相互依存関係において成り立っていたのが奨励規程であり，そのなかでも
両者の利害が最も対峙することになったのが甘蔗買収価格に他ならなかっ
た。近代製糖業の経営史的研究という分析視角に立脚するならば，分蜜糖
製造コストの６割を占める原料甘蔗関係コストをいかに低く抑え込むかが
製糖会社各社にとっての至上命題であったことから，甘蔗作農民からの買
収価格は低いに越したことはないにもかかわらず，付表１から付表９によ
って確認された現実とは，甘蔗買収価格が年を追うごとに上昇していくと
いう実態に他ならなかった。
　一見矛盾するこうした状況をいかに理解したら良いのであろうか。たし
かに生産コストという観点からは矛盾する甘蔗買収価格の上昇傾向であっ
たが，米糖相剋と特殊地理環境という重層構造が存在した採取区域を中心
にまずは原料調達を安定させねばならず，そのためには甘蔗作農民との良
好な関係を継続させるべく買収価格を様々な形で上昇させていかざるを得
なかったのである。糖業連合会による生産調節が実施されている1933・34
年においても，原料代はたしかに減少傾向にあったものの，割増金や植付
奨励金はむしろ増加傾向にあったという事実に，安定した原料確保のため
に製糖会社各社がとった苦渋の選択を垣間見ることができたのである。
　最後に，本論文の出発点ともなった久保［2007c］の２つの仮説に答え
る形で考察を終えることにしよう。第１の仮説とは，1940年代初頭も含め
た30年代の製糖会社と甘蔗作農民との関係は20年代に比べより良好なもの
へと変化していったのではないかというものであったが，原料代，割増
金，各種植付奨励金といった甘蔗買収価格を含む奨励規程が植付前に必ず
71）　「原料採取区域制度ニ就テ」。
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提示されるに至ったこと，調製不良による減額基準が段階的にしかも事前
に明示されるに至ったこと，比準法の導入に象徴されるように競合作物で
ある米作への対抗策が様々な形で用意されるに至ったこと，以上３点の理
由をもって，20年代に比べ30年代の甘蔗買収価格を中心とした奨励規程は
農民にとって歓迎すべき方向へと前進したと結論づけることができよう。
　また，第２の仮説としては，採取区域ごとに異なる経営環境へと製糖会
社が柔軟に対応し多種多様な甘蔗奨励策を講じたこと，加えて糖業令によ
って比準法が全面的に導入されて奨励規程が統一化の方向を示したこと
が，このような良好な関係構築に向けた変化をもたらす最大の要因となっ
たのではないかという点に関しては，先述した３点の理由からも明らかな
ように，米糖相剋の重層構造への対応を余儀なくされた事情とともに，糖
業令の公布が大きな促進要因となったということである。
　同じ植民地統治を経験しながらも，今日の台湾の対日感情が韓国よりも
厳しくないのはなぜか，という筆者最大のリサーチクエッションに対し，
植民地期台湾の主力産業の担い手であった製糖会社と現地台湾人との関係
が相対的に良好なものであったからではないかという仮説は，あくまでも
台湾研究サイドからの一面的な検証とはいえ，ほぼ仮説通りの結果を奨励
規程をめぐる一連の研究は明らかにしたと言えよう。ただし，こうした甘
蔗作農民との良好な関係は台湾総督府や製糖会社が意識的に目指そうとし
た結果とは必ずしも言えず，米糖相剋の重層構造とあいまって，競合作物
である米の存在が結果として競争原理を実現させ，安定的な原料調達が不
可避だった製糖会社各社に甘蔗作へのインセンティブシステムを奨励規程
において構築させていかざるを得なかった，というのが現実の姿であった
ことを忘れてはなるまい72）。
72）　とはいえ，競合作物が存在しないために米の単作を余儀なくされた朝鮮で
は，競争原理が働かなかったことに加え，1930年後半まで経済的植民地であ
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　　〔付　記〕
　　　2013年５月25日開催の経営史学会関西部会報告（京都産業大学）において貴
重なコメントを下さった阿部武司，斉藤直，湊照宏，谷ヶ城秀吉の各先生，ほ
か多くの先生方に感謝申し上げたい。なお，本論文は2004年度中央大学在外研
究および2009年度特定課題研究費の成果であり，史料を閲覧するに際してお世
話になった社団法人糖業協会（当時）の天羽弘子さん，台湾大学図書館および
台湾史研究所，近代史研究所，民族学研 究所等の台湾中央研究院の各図書館，
そして，在外研究先としてさまざまなご配慮をいただいた中央研究院台湾史研
究所に対し，この場を借りて心よりお礼申し上げたい。
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0
 
0
.8
0
 
5
.0
0
 
7
-8
月
植
2
.5
0
 
0
.5
0
 
3
.0
0
 
指
定
外
品
種
，
1
2
月
以
降
植
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
1
.3
0
 
5
.1
0
 
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
0
.9
0
 
4
.7
0
 
0
.3
0
 
2
.8
0
 
後
壁
林
製
糖
所
1
.0
0
 
0
.6
0
 
4
.6
0
 
7
月
植
0
.5
0
 
3
.0
0
 
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
埔
里
社
製
糖
所
0
.8
0
 
4
.8
0
 
7
-8
月
植
0
.3
0
 
3
.3
0
 
指
定
外
品
種
，
1
1
月
以
降
植
台
北
製
糖
所
3
.5
0
 
3
.0
0
 
6
.5
0
 
指
定
品
種
，
1
0
月
末
迄
植
2
.5
2
 
0
.6
3
 
3
.1
5
 
指
定
外
品
種
（
刈
取
・
結
束
を
会
社
代
行
）
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1
9
3
2
橋
仔
頭
製
糖
所
3
.0
0
 
1
.5
0
 
0
.7
0
 
5
.2
0
 
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
2
.5
0
 
0
.2
0
 
2
.7
0
 
指
定
外
品
種
，
1
2
月
以
降
植
，
1
1
-1
2
月
収
穫
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
1
.6
0
 
5
.3
0
 
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
1
.1
0
 
4
.8
0
 
0
.1
0
 
2
.6
0
 
指
定
外
品
種
，
1
2
月
以
降
植
，
1
2
-1
月
収
穫
後
壁
林
製
糖
所
1
.3
0
 
0
.6
0
 
4
.9
0
 
7
月
植
，
5
月
収
穫
0
.2
0
 
2
.7
0
 
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
，
1
1
-1
2
月
収
穫
埔
里
社
製
糖
所
0
.8
0
 
5
.1
0
 
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
0
.3
0
 
3
.0
0
 
指
定
外
品
種
，
1
1
月
以
降
植
，
1
2
月
収
穫
台
北
製
糖
所
3
.5
0
 
2
.5
0
 
6
.0
0
 
指
定
品
種
，
1
0
月
末
迄
植
3
.5
0
 
2
.3
0
 
5
.8
0
 
指
定
外
品
種
，
1
1
月
1
日
以
降
植（
刈
取
・
結
束
を
会
社
代
行
）
1
9
3
3
橋
仔
頭
製
糖
所
2
.7
0
 
0
.8
0
 
3
.5
0
 
7
月
植
，
4
-5
月
収
穫
2
.2
0
 
2
.2
0
 
指
定
外
品
種
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
0
.7
0
 
3
.4
0
 
後
壁
林
製
糖
所
0
.4
0
 
3
.1
0
 
7
-1
0
月
植
，
4
-5
月
収
穫
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
3
.2
0
 
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.3
0
 
4
.0
0
 
指
定
品
種
，
運
搬
費
の
一
部
負
担
の
場
合
あ
り
2
.7
0
 
2
.7
0
 
橋
仔
頭
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
602
1
9
3
4
2
.7
0
 
0
.8
0
 
3
.5
0
 
7
月
植
，
4
-5
月
収
穫
2
.2
0
 
2
.2
0
 
指
定
外
品
種
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
0
.7
0
 
3
.4
0
 
後
壁
林
製
糖
所
0
.4
0
 
3
.1
0
 
7
-1
0
月
植
，
4
-5
月
収
穫
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
3
.2
0
 
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.3
0
 
4
.0
0
 
指
定
品
種
2
.7
0
 
2
.7
0
 
1
9
3
5
橋
仔
頭
製
糖
所
2
.7
0
 
1
.0
4
 
0
. 5
0
 
4
.2
4
 
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.2
0
 
2
.2
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
0
.9
5
 
4
.1
5
 
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
3
.7
0
 
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
0
.2
0
 
4
.7
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
2
.7
0
 
2
.7
0
 
1
9
3
6
橋
仔
頭
製
糖
所
2
.7
0
 
1
.0
4
 
0
.5
0
 
4
.2
4
 
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.2
0
 
2
.2
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
0
.9
5
 
4
.1
5
 
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
3
.7
0
 
7
月
植
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台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
0
.2
0
 
4
.7
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
2
.7
0
 
2
.7
0
 
1
9
3
7
橋
仔
頭
製
糖
所
2
.7
0
 
1
.0
4
 
0
.7
5
 
4
.4
9
 
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.2
0
 
2
.2
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
3
.9
5
 
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
0
.5
0
 
5
.0
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
，
7
-8
月
植
0
.1
5
 
2
.3
5
 
1
9
3
8
橋
仔
頭
製
糖
所
3
.0
0
 
1
.0
4
 
0
.8
5
 
4
.8
9
 
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.5
0
 
2
.5
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
4
.3
5
 
指
定
品
種
，
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
0
.7
0
 
5
.5
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
，
7
-8
月
植
1
9
3
9
橋
仔
頭
製
糖
所
3
.0
0
 
1
.1
4
 
1
.0
0
 
5
.1
4
 
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.5
0
 
2
.5
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
604
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
4
.5
0
 
指
定
品
種
，
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
5
.8
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
，
7
-8
月
植
1
9
4
0
橋
仔
頭
製
糖
所
3
.0
0
 
1
.1
4
 
1
.0
0
 
5
.1
4
 
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
2
.5
0
 
2
.5
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
0
.5
0
 
4
.5
0
 
指
定
品
種
，
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.8
0
 
5
.8
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
，
7
-8
月
植
1
9
4
1
橋
仔
頭
製
糖
所
3
.5
0
 
0
.6
4
 
1
.0
0
 
5
.1
4
 
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
3
.0
0
 
3
.0
0
 
指
定
外
品
種
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
1
.2
5
 
5
.3
9
 
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
嘉
南
大
圳
区
域
内
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
1
.0
0
 
4
.5
0
 
指
定
品
種
，
7
月
植
台
北
製
糖
所
1
.3
0
 
5
.8
0
 
指
定
品
種
，
水
田
・
平
畑
，
7
-8
月
植
橋
仔
頭
製
糖
所
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
植
（
単
期
作
田
，
7
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
後
壁
林
製
糖
所
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1
9
4
2
4
.0
0
 
1
.4
0
（
1
.1
0
）
1
.0
0
 
6
.4
0
（
6
.1
0
）
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
0
.5
円
以
上
と
す
る
。
3
.5
0
 
0
.5
0
 
4
.0
0
 
指
定
外
品
種
，
畑
後
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
1
.2
5
 
6
.6
5
（
6
.3
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
植
，
嘉
南
大
圳
区
域
内
（
単
期
作
田
，
7
月
植
，
嘉
南
大
圳
区
域
内
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
橋
仔
頭
製
糖
所
に
同
じ
。
埔
里
社
製
糖
所
0
.7
0
（
0
.5
0
）
0
.8
0
（
1
.0
0
）
5
.5
0
（
5
.5
0
）
指
定
品
種
，
田
7
-1
0
月
植
（
畑
，
6
-8
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
在
来
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
1
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
0
.5
円
以
上
と
す
る
。
台
北
製
糖
所
1
.8
0
（
2
.0
0
）
1
.2
0
（
0
.8
0
）
7
.0
0
（
6
.8
0
）
指
定
品
種
，
平
地
畑
，
6
-9
月
植
（
両
期
作
田
6
-9
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
3
.0
2
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
1
.5
0
 
5
.0
0
 
指
定
外
品
種
，
山
地
畑
橋
仔
頭
製
糖
所
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
2
.1
0
（
1
.5
0
）
0
.5
0
 
7
.1
0
（
6
. 5
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
-8
月
植
（
単
期
作
田
，
7
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
0
.9
円
）
以
下
と
し
な
い
。
0
.9
0
 
0
.3
0
 
5
.7
0
 
畑
，
9
-1
0
月
植
，
3
月
末
迄
収
穫
車
路
䭥
製
糖
所
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
1
.8
0
（
1
.5
0
）
0
.7
5
 
7
.0
5
（
6
.7
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
-8
月
植
，
嘉
南
大
圳
区
域
内
（
単
期
作
田
，
7
月
植
，
嘉
南
大
圳
区
域
内
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
橋
仔
頭
製
糖
所
に
同
じ
。
畑
，
9
-1
0
月
植
，
嘉
南
大
圳
区
域
外
606
1
9
4
3
4
.5
0
 
4
.5
0
 
埔
里
社
製
糖
所
1
.5
0
 
1
.3
0
 
7
.3
0
 
指
定
品
種
，
田
，
8
-9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
3
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
0
.8
円
）
以
下
と
し
な
い
。
0
.8
0
 
0
.1
0
 
5
.4
0
 
畑
，
1
0
月
以
降
植
・
株
出
台
北
製
糖
所
2
.4
0
 
1
.6
0
 
8
.5
0
 
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
3
.6
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
平
地
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.6
円
）
以
下
と
し
な
い
。
1
.3
0
 
0
.2
0
 
6
.0
0
 
山
地
畑
，
1
1
月
以
降
植
・
株
出
1
9
4
4
橋
仔
頭
製
糖
所
4
.5
0
 
2
.9
0
（
2
.0
0
）
1
.2
0
（
0
.7
0
）
8
.6
0
（
7
.2
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
6
-8
月
植
（
単
期
作
田
，
6
-8
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
4
.5
0
 
1
.1
0
 
5
.6
0
 
畑
，
1
1
月
以
降
植
後
壁
林
製
糖
所
阿
緱
製
糖
所
東
港
製
糖
所
旗
尾
製
糖
所
恒
春
製
糖
所
大
寮
製
糖
所
車
路
䭥
製
糖
所
2
.6
0
（
2
.0
0
）
8
.3
0
（
7
.2
0
）
三
䮄
店
製
糖
所
湾
裡
製
糖
所
埔
里
社
製
糖
所
2
.1
0
（
1
.8
0
）
1
.1
0
 
7
.7
0
（
7
.4
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
8
-9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
（
単
期
作
田
，
8
-9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
二
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
1
.0
0
 
0
.2
0
 
5
.7
0
 
畑
，
1
0
月
以
降
植
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台
北
製
糖
所
3
.0
0
 
1
.6
0
 
9
.1
0
 
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
4
.0
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.9
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
甘
蔗
千
斤
当
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
平
地
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.8
円
）
以
下
と
し
な
い
。
1
.5
0
 
6
.2
0
 
山
地
畑
，
1
1
月
以
降
植
・
株
出
　（
注
） 　
付
表
1
-付
表
9
は
，
原
料
代
，
割
増
金
，
植
付
奨
励
金
を
中
心
に
，
甘
蔗
買
収
価
格
の
項
目
に
含
ま
れ
て
い
た
構
成
要
素
に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
の
最
高
価
格
と
最
低
価
格
に
限
定
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
名
称
の
異
な
る
要
素
に
つ
い
て
は
そ
の
つ
ど
明
記
し
て
あ
る
。
ま
た
，
植
付
奨
励
金
に
関
し
て
は
，
途
中
の
年
度
か
ら
買
収
価
格
と
は
別
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
，
そ
の
場
合
も
本
表
の
植
付
奨
励
金
に
含
め
て
い
る
。
な
お
，
早
植
奨
励
や
晩
刈
奨
励
と
い
っ
た
項
目
名
で
別
途
奨
励
金
が
付
与
さ
れ
る
場
合
も
多
々
見
ら
れ
た
が
，
本
表
に
お
い
て
は
植
付
奨
励
金
と
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
を
含
め
る
こ
と
と
し
，
買
収
価
格
の
項
目
に
原
料
代
と
セ
ッ
ト
で
含
ま
れ
て
い
た
奨
励
金
に
限
っ
て
，
別
名
称
の
奨
励
金
・
補
助
金
も
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
2
-1
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
2
-1
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
2
-1
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
1
-1
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
2
-1
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
2
-1
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
2
-1
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
2
-1
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
2
-1
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
2
-8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
2
-7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
2
-8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
2
-8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
2
-1
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
2
］
2
-1
1
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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 付
表
２
　
大
日
本
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
0
虎
尾
製
糖
所
4
.0
0
0
.7
0
（
毎
甲
6
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
0
.3
0
0
.7
0
5
.0
0
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
烏
日
製
糖
所
1
.5
0
5
.8
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
月
眉
製
糖
所
（
毎
甲
1
0
0
円
）
2
.7
0
7
.0
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
9
3
斗
1
石
粳
佅
価
格
6
.7
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
1
虎
尾
製
糖
所
4
.0
0
0
.2
0
（
毎
甲
6
0
円
）
4
.2
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
0
.1
5
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.1
5
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
烏
日
製
糖
所
1
.1
0
5
.1
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
0
.3
0
（
毎
甲
1
0
0
円
）
2
.6
0
6
.9
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
9
3
斗
1
石
粳
佅
価
格
7
.1
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
2
虎
尾
製
糖
所
4
.0
0
0
.3
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
0
.2
5
4
.2
5
烏
日
製
糖
所
u.
a.
u.
a.
u.
a.
指
定
品
種
，
抽
籤
法
u.
a.
u.
a.
u.
a.
抽
籤
法
月
眉
製
糖
所
4
.0
0
0
.3
0
（
毎
甲
6
0
円
）
2
.3
0
6
.6
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
9
3
斗
1
石
粳
佅
価
格
6
.8
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
1
9
3
3
虎
尾
製
糖
所
2
.7
0
0
.7
0
（
毎
甲
4
0
円
）
3
.4
0
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
0
.2
0
2
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
烏
日
製
糖
所
0
.6
0
（
毎
甲
5
0
円
）
0
.1
0
3
.4
0
指
定
品
種
，
台
地
畑
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
0
.7
0
（
毎
甲
2
0
円
）
1
.1
5
4
.5
5
指
定
品
種
，
田
，
1
0
月
1
0
日
迄
植
，
甲
当
収
穫
1
5
万
斤
以
上
，
9
3
斗
1
石
当
粳
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
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1
9
3
4
虎
尾
製
糖
所
2
.7
0
0
.8
0
（
毎
甲
4
0
円
）
3
.5
0
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
4
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
0
.2
0
2
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
烏
日
製
糖
所
0
.6
0
（
毎
甲
5
0
円
）
0
.2
0
3
.5
0
指
定
品
種
，
台
地
畑
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
0
.7
0
（
毎
甲
5
5
円
）
1
.4
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
9
3
斗
1
石
当
粳
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
5
虎
尾
製
糖
所
2
.7
0
1
.2
0
（
毎
甲
4
0
円
）
3
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
4
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
1
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
4
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
1
.0
0
3
.7
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
烏
日
製
糖
所
1
.1
0
（
毎
甲
5
0
円
）
3
.8
0
指
定
品
種
，
台
地
畑
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
1
.2
2
（
毎
甲
5
5
円
）
1
.2
9
5
.2
1
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
6
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
6
虎
尾
製
糖
所
2
.7
0
1
.2
0
（
毎
甲
5
0
円
）
3
.9
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
北
港
製
糖
所
1
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
1
.1
5
3
.8
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
烏
日
製
糖
所
1
.1
0
（
毎
甲
5
0
円
）
3
.8
0
指
定
品
種
，
台
地
畑
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
1
.2
2
（
毎
甲
5
5
円
）
1
.2
9
5
.2
1
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
6
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
虎
尾
製
糖
所
1
.2
0
（
毎
甲
7
0
円
）
3
.9
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
北
港
製
糖
所
1
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
1
.1
5
（
毎
甲
5
0
円
）
3
.8
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
610
1
9
3
7
2
.7
0
大
林
製
糖
所
0
.7
0
0
.8
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.4
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
彰
化
製
糖
所
0
.8
0
（
毎
甲
3
4
0
円
）
3
.5
0
指
定
品
種
，
9
月
末
迄
植
,蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
不
良
甘
蔗
烏
日
製
糖
所
1
.1
0
（
毎
甲
6
0
円
）
1
.4
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
百
斤
当
価
格
7
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
月
眉
製
糖
所
1
.2
0
2
.0
0
5
.9
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
8
虎
尾
製
糖
所
3
.0
0
1
.2
0
（
毎
甲
7
0
円
）
4
.2
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
1
.1
0
4
.1
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
北
港
製
糖
所
1
.3
0
4
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
大
林
製
糖
所
0
.7
0
0
.9
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
1
.1
5
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.1
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
彰
化
製
糖
所
1
.6
0
2
.5
0
7
.1
0
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
百
斤
当
価
格
8
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
不
良
甘
蔗
烏
日
製
糖
所
1
.0
0
（
毎
甲
6
0
円
）
1
.9
0
5
.9
0
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
迄
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
月
眉
製
糖
所
1
.1
0
2
.3
0
6
.4
0
指
定
品
種
，
田
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
虎
尾
製
糖
所
0
.7
0
0
.8
0
遅
刈
補
助
0
.4
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
龍
厳
製
糖
所
1
.2
0
（
毎
甲
8
0
円
）
4
.2
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
北
港
製
糖
所
1
.3
0
（
毎
甲
9
0
円
）
4
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
量
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
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1
9
3
9
3
.0
0
指
定
外
品
種
大
林
製
糖
所
0
.2
0
1
.0
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
4
.5
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
0
.5
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
彰
化
製
糖
所
1
.6
0
2
.7
5
7
.3
5
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
百
斤
当
価
格
8
.3
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
烏
日
製
糖
所
1
.0
0
（
毎
甲
6
0
円
）
2
.0
0
6
.0
0
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
迄
植
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
2
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
1
.1
0
2
.4
0
6
.5
0
指
定
品
種
，
田
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
2
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
不
良
甘
蔗
1
9
4
0
虎
尾
製
糖
所
3
.0
0
0
.7
0
0
.8
0
遅
刈
補
助
0
.4
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
1
.2
0
（
毎
甲
6
5
円
）
4
.2
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
北
港
製
糖
所
（
毎
甲
9
0
円
）
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
大
林
製
糖
所
0
.2
0
1
.0
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
4
.5
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
0
.5
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
彰
化
製
糖
所
2
.5
0
（
毎
甲
2
5
0
円
）
5
.5
0
指
定
品
種
，
田
，
甲
当
収
穫
2
6
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
烏
日
製
糖
所
1
.3
0
（
毎
甲
2
8
0
円
）
4
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
5
月
中
旬
以
降
収
穫
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
1
.1
0
（
毎
甲
6
1
0
円
）
4
.1
0
指
定
品
種
，
2
月
以
降
収
穫
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
0
円
以
上
，
甲
当
収
量
2
7
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
不
良
甘
蔗
612
1
9
4
1
虎
尾
製
糖
所
3
.5
0
0
.7
0
0
.6
0
遅
刈
補
助
0
.4
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
1
.0
0
（
毎
甲
4
5
円
）
4
.5
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
北
港
製
糖
所
（
毎
甲
5
0
円
）
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
大
林
製
糖
所
0
.7
0
0
.5
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
5
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
斗
六
製
糖
所
0
.5
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
彰
化
製
糖
所
1
.1
0
（
毎
甲
1
9
0
円
）
4
.6
0
指
定
品
種
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
日
製
糖
所
（
毎
甲
1
5
0
円
）
指
定
品
種
，
5
月
1
0
日
以
降
収
穫
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
7
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
月
眉
製
糖
所
0
.8
5
（
毎
甲
3
3
0
円
）
4
.3
5
指
定
品
種
，
4
月
1
日
以
降
収
穫
，
蓬
莱
種
粳
佅
千
斤
当
価
格
8
0
円
以
上
，
甲
当
収
穫
2
7
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
不
良
甘
蔗
虎
尾
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
1
.1
0
1
.0
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
6
.4
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
1
2
.9
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
1
.0
0
0
.2
0
5
.0
0
1
2
月
以
降
植
，
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
0
.1
0
4
.9
0
北
港
製
糖
所
大
林
製
糖
所
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
0
.3
0
5
.1
0
畑
，
1
1
月
以
降
植
，
指
定
外
品
種
甘蔗栽培奨励規程に見る甘蔗買収価格の決定プロセス（Ⅱ）（久保）　613
1
9
4
2
4
.0
0
3
.8
0
彰
化
製
糖
所
1
.6
0
（
毎
甲
6
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.1
5
5
.7
5
指
定
品
種
，
水
田
，
株
出
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
1
3
.1
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
0
.7
0
（
毎
甲
3
0
円
）
4
.5
0
山
地
畑
，
8
月
以
降
植
，
指
定
外
品
種
烏
日
製
糖
所
（
毎
甲
1
4
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.1
5
指
定
品
種
，
田
，
1
0
月
1
0
日
迄
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
彰
化
製
糖
所
に
同
じ
。
1
.0
0
（
毎
甲
2
5
円
）
4
.8
0
畑
，
株
出
，
甲
当
収
穫
6
万
斤
未
満
，
指
定
外
品
種
月
眉
製
糖
所
（
毎
甲
5
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.1
5
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
株
出
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
彰
化
製
糖
所
に
同
じ
。
（
毎
甲
2
0
円
）
畑
，
8
月
植
，
甲
当
収
穫
5
万
斤
未
満
，
指
定
外
品
種
苗
栗
製
糖
所
2
.5
0
0
.8
0
7
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
糊
仔
甘
蔗
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
1
3
.0
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
0
.9
0
（
毎
甲
2
5
円
）
4
.7
0
畑
，
7
月
植
，
甲
当
収
穫
7
万
斤
未
満
，
指
定
外
品
種
二
結
製
糖
所
2
.6
0
（
毎
甲
1
0
0
円
）
6
.6
0
指
定
品
種
，
田
，
二
期
糊
仔
，
3
甲
以
上
集
団
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
苗
栗
製
糖
所
に
同
じ
。
1
.5
0
（
毎
甲
3
0
円
）
5
.3
0
畑
，
1
2
月
以
降
植
・
株
出
，
2
甲
以
上
集
団
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
未
満
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
1
.1
0
1
.0
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
6
.4
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
5
円
増
減
す
る
。
0
.5
0
0
.3
0
4
.6
0
畑
，
1
1
月
以
降
植
，
指
定
外
品
種
沙
鹿
製
糖
所
1
.6
0
1
.1
0
6
.7
0
指
定
品
種
，
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
彰
化
製
糖
所
に
同
じ
。
1
.0
0
0
.5
0
5
.3
0
山
地
畑
，
7
月
末
迄
植
，
指
定
外
品
種
614
虎
尾
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
1
.4
0
（
1
.1
0
）
0
.8
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
7
.0
0
（
6
.7
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
植
（
単
期
作
田
7
月
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
.田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.5
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
。
2
.2
5
2
.2
5
畑
，
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
0
.9
0
6
.5
0
指
定
品
種
，
畑
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
北
港
製
糖
所
大
林
製
糖
所
1
.4
0
（
1
.1
0
）
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
6
.9
0
（
6
.6
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
7
，
8
月
植
（
単
期
作
田
7
，
8
月
植
） ，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.9
円
）
以
下
と
し
な
い
。
彰
化
製
糖
所
1
.9
0
0
.6
0
7
.0
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
1
0
月
1
0
日
迄
植
，
4
等
則
以
上
の
田
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.6
円
）
以
下
と
し
な
い
。
4
.2
0
0
.6
0
0
.2
0
5
.0
0
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
烏
日
製
糖
所
0
.7
0
7
.1
0
指
定
品
種
，
田
，
1
0
月
1
0
日
迄
植
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.9
円
）
以
下
と
し
な
い
。
0
.9
0
0
.6
0
5
.7
0
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1
9
4
3
4
.5
0
月
眉
製
糖
所
0
.5
0
6
.9
0
指
定
品
種
，
田
，
8
月
植
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
彰
化
製
糖
所
に
同
じ
。
2
.2
5
2
.2
5
畑
，
指
定
外
品
種
苗
栗
製
糖
所
2
.9
0
0
.8
0
8
.2
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.6
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
二
結
製
糖
所
2
.4
0
1
.2
0
8
.1
0
指
定
品
種
，
田
，
株
出
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.6
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
玉
井
製
糖
所
1
.3
0
0
.8
0
6
.6
0
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
7
月
植
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.7
円
）
以
下
と
し
な
い
。
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
沙
鹿
製
糖
所
0
.9
0
0
.6
0
6
.0
0
指
定
品
種
，
畑
，
6
月
末
迄
植
台
中
製
糖
所
潭
子
製
糖
所
2
.2
0
1
.0
5
7
.7
5
指
定
品
種
，
田
1
0
月
1
0
日
迄
植
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
烏
日
製
糖
所
に
同
じ
。
新
竹
製
糖
所
指
定
品
種
，
田
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
株
出
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
苗
栗
製
糖
所
に
同
じ
。
616
畑
，
指
定
外
品
種
2
.9
0
2
.3
0
9
.7
0
竹
南
製
糖
所
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
株
出
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.6
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
䮄
子
脚
製
糖
所
1
.7
0
9
.1
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
末
迄
植
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
竹
南
製
糖
所
に
同
じ
。
虎
尾
製
糖
所
斗
六
製
糖
所
大
林
製
糖
所
2
.0
0
（
1
.4
0
）
0
.8
0
7
.3
0
（
6
.7
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
植
（
単
期
作
田
7
月
植
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
畑
，
指
定
外
品
種
龍
厳
製
糖
所
北
港
製
糖
所
1
.1
0
6
.4
0
指
定
品
種
，
畑
，
7
月
植
彰
化
製
糖
所
2
.5
0
0
.6
0
7
.6
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
3
0
日
迄
植
，
4
等
則
以
上
の
田
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.8
円
）
以
下
と
し
な
い
。
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
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1
9
4
4
4
.5
0
2
.2
5
2
.2
5
烏
日
製
糖
所
0
.7
0
7
.7
0
米
第
第
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
畑
，
指
定
外
品
種
月
眉
製
糖
所
0
.5
0
7
.5
0
田
，
8
月
植
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
烏
日
製
糖
所
に
同
じ
。
苗
栗
製
糖
所
3
.5
0
1
.5
0
9
.5
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
株
出
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.0
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.9
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.2
円
）
以
下
と
し
な
い
。
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
3
.5
0
（
3
.1
0
）
9
.5
0
（
9
.1
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
4
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
株
出
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.0
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.9
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.2
円
）
以
下
と
し
な
い
。
竹
山
製
糖
所
2
.5
0
（
2
.1
0
）
1
.2
0
（
0
.8
0
円
）
8
.2
0
（
7
.4
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
-8
月
植
（
単
期
作
田
，
7
-8
月
植
） ，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
618
玉
井
製
糖
所
1
.6
0
0
.8
0
6
.9
0
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
7
月
植
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.9
円
）
以
下
と
し
な
い
。
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
沙
鹿
製
糖
所
1
.1
0
1
.0
0
6
.6
0
畑
，
7
月
末
迄
植
畑
，
指
定
外
品
種
台
中
製
糖
所
2
.8
0
1
.0
5
8
.3
5
指
定
品
種
，
田
，
9
月
3
0
日
迄
植
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
潭
子
製
糖
所
䮄
子
脚
製
糖
所
1
.2
0
1
.1
0
6
.8
0
指
定
品
種
，
畑
，
6
月
末
迄
植
　（
注
） 　
1
9
3
2
年
の
烏
日
製
陶
所
に
つ
い
て
は
，
｢耕
作
改
善
奨
励
金
支
給
規
程
｣
と
し
て
の
記
述
の
み
の
た
め
，
原
料
代
そ
の
他
は
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
，
本
表
の
最
低
価
格
の
空
欄
は
，
指
定
外
品
種
等
の
理
由
に
よ
り
規
程
が
適
応
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
3
2
-5
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
1
5
-3
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
1
9
-3
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
1
4
-3
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
1
5
-3
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
1
3
-3
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
1
4
-3
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
2
7
-5
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
2
4
-5
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
2
2
-4
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
1
5
-3
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
1
6
-3
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
1
4
-3
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
2
8
-5
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
2
］
2
5
-4
1
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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 付
表
３
　
明
治
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
0
総
但
工
場
4
.0
0
0
.7
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
烏
樹
林
工
場
0
.2
0
1
.0
0
5
.2
0
田
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
4
.0
0
4
.0
0
畑
，
1
0
月
以
降
植
南
靖
工
場
1
.4
0
5
.6
0
田
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
田
・
畑
，
7
-9
月
植
，
甲
当
収
穫
7
万
斤
未
満
渓
湖
工
場
1
.0
0
（
毎
甲
3
0
0
円
）
5
.0
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
8
万
斤
以
上
指
定
外
品
種
南
投
工
場
（
毎
甲
2
0
0
円
）
2
.0
0
2
.0
0
1
9
3
1
総
但
工
場
4
.0
0
0
.2
0
0
.4
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
烏
樹
林
工
場
0
.5
0
4
.7
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
畑
，
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
0
.9
0
（
毎
甲
3
0
0
円
）
4
.9
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
南
投
工
場
2
.0
0
2
.0
0
1
9
3
2
総
但
工
場
4
.0
0
0
.2
0
0
.7
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
，
1
2
月
以
降
植
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.0
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
6
-
末
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
畑
，
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
1
.1
0
5
.1
0
指
定
品
種
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.2
0
3
.2
0
指
定
外
品
種
，
1
2
月
末
迄
収
穫
南
投
工
場
0
.8
0
1
.1
0
5
. 9
0
指
定
品
種
，
田
，
新
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
0
.4
0
2
.4
0
畑
，
指
定
外
品
種
，
株
出
・
赭
土
畑
新
植
・
株
出
1
9
3
3
総
但
工
場
2
.7
0
0
.4
0
0
.4
0
3
.5
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
6
-
末
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
2
.0
0
指
定
外
品
種
，
1
1
月
以
降
植
，
3
月
末
迄
収
穫
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
烏
樹
林
工
場
0
.6
0
3
.7
0
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
1
6
-
末
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
南
靖
工
場
620
渓
湖
工
場
0
.5
0
3
.2
0
指
定
品
種
，
3
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
1
.8
0
1
.8
0
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
，
2
月
1
5
日
迄
収
穫
南
投
工
場
0
.6
0
0
.5
0
3
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
1
0
月
末
迄
植
・
畑
9
月
末
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
2
.0
0
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
3
4
総
但
工
場
2
.7
0
0
.5
5
0
.4
0
3
.6
5
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
0
.2
0
2
.2
0
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
，
3
月
中
旬
迄
収
穫
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
烏
樹
林
工
場
0
.6
0
3
.8
5
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
畑
，
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
，
3
月
中
旬
迄
収
穫
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
0
.5
0
3
.2
0
指
定
品
種
，
4
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
指
定
外
品
種
，
2
月
末
迄
収
穫
南
投
工
場
0
.6
0
1
.0
0
4
.3
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
畑
，
9
月
末
迄
植
，
在
来
種
佅
千
斤
当
相
場
5
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
3
5
総
但
工
場
2
.7
0
0
.7
8
0
.9
0
4
.3
8
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
0
.4
8
3
.1
8
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
烏
樹
林
工
場
1
.0
8
4
.5
6
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
1
.9
2
5
.4
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
新
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
5
7
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
2
. 5
2
6
.0
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
5
7
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
間
作
総
但
工
場
0
.8
1
4
.2
1
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.0
1
4
.4
1
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
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1
9
3
6
2
.7
0
0
.7
0
2
.7
0
0
.5
0
3
.2
0
渓
湖
工
場
1
.7
8
5
.1
8
指
定
品
種
，
二
作
田
，
7
-9
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
5
7
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
2
.9
0
6
.3
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
5
7
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
3
7
総
但
工
場
2
.7
0
0
.7
0
1
.2
5
4
.6
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
0
.5
0
3
.2
0
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.5
5
4
.9
5
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
2
.9
0
6
.3
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
7
-9
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
3
.6
5
7
.0
5
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
3
8
総
但
工
場
3
.0
0
0
.7
0
1
.3
5
5
.0
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.5
0
3
.5
0
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.6
5
5
.3
5
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
3
.5
0
7
.2
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
7
-9
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
4
. 4
0
8
.1
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
0
月
末
迄
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
622
1
9
3
9
総
但
工
場
3
.0
0
0
.7
0
1
.9
0
5
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.5
0
3
.5
0
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.8
5
5
.5
5
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
3
.9
0
7
.6
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
4
.2
0
7
.9
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
1
月
末
迄
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
4
0
総
但
工
場
3
.0
0
0
. 7
0
1
.9
0
5
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.5
0
3
.5
0
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
蒜
頭
工
場
1
.8
5
5
.5
5
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
3
.9
0
7
.6
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
南
投
工
場
4
.2
0
7
.9
0
指
定
品
種
，
二
作
上
田
，
1
1
月
末
迄
新
植
，
蓬
莱
種
佅
千
斤
当
相
場
8
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
，
間
作
1
9
4
1
総
但
工
場
蕭
8
工
場
3
.5
0
0
.7
0
2
.4
0
6
.6
0
指
定
品
種
，
会
社
指
定
の
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.5
0
0
. 5
0
0
.9
0
4
.9
0
1
0
月
以
降
植
・
株
出
蒜
頭
工
場
3
.3
0
7
.5
0
指
定
品
種
，
会
社
指
定
の
一
作
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
0
.8
0
4
.8
0
畑
，
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
・
株
出
烏
樹
林
工
場
2
.0
5
6
.2
5
指
定
品
種
，
二
期
作
田
，
9
月
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
南
靖
工
場
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渓
湖
工
場
2
.8
5
7
.0
5
指
定
品
種
，
田
，
7
-9
月
植
・
株
出
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
，
原
料
調
製
優
良
0
.2
0
4
.2
0
畑
，
1
0
月
以
降
植
，
海
岸
地
区
南
投
工
場
4
.6
5
8
.8
5
指
定
品
種
，
二
作
田
，
7
月
1
5
日
迄
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
0
.8
0
4
.8
0
一
作
田
・
畑
，
指
定
外
品
種
，
株
出
1
9
4
2
総
但
工
場
4
.0
0
1
.0
0
1
.7
5
（
1
. 6
5
）
6
.7
5
（
6
.6
5
）
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
1
0
月
以
降
植
（
輪
作
田
・
平
地
畑
，
7
-8
月
植
），
5
月
下
旬
収
穫
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
5
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
3
.0
0
1
.0
0
4
.0
0
単
期
作
田
，
指
定
外
品
種
，
7
-9
月
植
　
蕭
8
工
場
1
.6
5
6
.6
5
指
定
品
種
，
輪
作
田
・
平
地
畑
，
7
-8
月
植
1
.0
0
5
.0
0
輪
作
田
・
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
，
1
0
月
以
降
植
蒜
頭
工
場
1
.8
5
（
1
.6
5
）
6
.8
5
（
6
.6
5
）
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
7
-8
月
植
（
輪
作
田
・
平
地
畑
，
7
-8
月
植
），
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
総
但
工
場
に
同
じ
。
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
1
.9
5
（
1
.8
5
）
6
.9
5
（
6
.8
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
植
（
単
期
作
田
，
7
-8
月
植
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
総
但
工
場
に
同
じ
。
4
.0
0
両
期
作
田
，
指
定
外
品
種
，
7
，
8
月
植
渓
湖
工
場
2
.8
0
7
.8
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
植
，
株
出
，
普
通
地
区
，
糊
仔
甘
蔗
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
5
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.1
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
3
.0
0
平
地
畑
，
1
0
月
以
降
新
植
，
海
岸
地
区
624
南
投
工
場
2
.6
5
7
.6
5
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
2
1
日
-9
月
植
（
糊
仔
甘
蔗
），
1
0
月
植
（
輪
作
田
7
月
2
1
日
-9
月
植
，
糊
仔
甘
蔗
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
渓
湖
工
場
に
同
じ
。
両
期
作
田
・
単
期
作
田
・
輪
作
田
・
平
地
畑
，
指
定
外
品
種
，
7
月
2
0
日
迄
植
1
9
4
3
総
但
工
場
4
.5
0
1
.4
0
1
.2
5
7
.1
5
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
1
.1
円
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
指
定
外
品
種
蕭
8
工
場
1
.1
0
6
.8
5
指
定
品
種
，
輪
作
田
・
平
地
畑
，
8
月
末
迄
植
，
5
月
下
旬
収
穫
　
蒜
頭
工
場
1
.4
0
7
.1
5
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
総
但
工
場
に
同
じ
。
烏
樹
林
工
場
1
.7
0
（
1
.4
0
）
7
.4
5
（
7
.1
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
（
単
期
作
田
8
月
末
迄
植
），
5
月
下
旬
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
1
.1
円
以
下
と
し
な
い
。
南
靖
工
場
渓
湖
工
場
2
.2
0
（
2
.0
0
）
7
.8
5
（
7
.6
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
5
月
下
旬
収
穫
，
普
通
地
区
（
輪
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
普
通
地
区
） ，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
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（
）
1
.1
5
（
）
期
作
第
期
作
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
1
.3
円
以
下
と
し
な
い
。
南
投
工
場
2
.2
0
（
1
.6
0
）
7
.8
5
（
7
.2
6
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
末
迄
植
（
単
期
作
田
，
9
月
末
迄
植
），
5
月
下
旬
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
1
.3
円
以
下
と
し
な
い
。
総
但
工
場
4
.5
0
1
.7
0
1
.2
5
7
.4
5
指
定
品
種
，
単
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.3
円
）
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
蕭
8
工
場
1
.3
0
7
.0
5
指
定
品
種
，
輪
作
田
・
平
地
畑
，
8
月
末
迄
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
蒜
頭
工
場
u.
a.
u.
a.
u.
a.
指
定
品
種
，
8
月
末
迄
植
u.
a.
u.
a.
u.
a.
烏
樹
林
工
場
南
靖
工
場
2
.3
0
（
1
.7
0
）
8
.0
5
（
7
.4
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
（
単
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
），
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
626
1
9
4
4
指
定
外
品
種
4
.5
0
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
甘
蔗
割
増
金
（
1
.3
円
）
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
渓
湖
工
場
2
.8
0
（
2
.2
0
）
1
.1
5
8
.4
5
（
7
.8
5
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
8
月
末
迄
植
，
普
通
地
区
（
輪
作
田
8
月
末
迄
植
，
普
通
地
区
），
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
1
.5
円
以
下
と
し
な
い
。
南
投
工
場
2
.8
0
（
1
.9
0
）
0
.7
0
8
.0
0
（
7
.1
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
9
月
末
迄
植
（
単
期
作
田
，
9
月
末
迄
植
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
1
.5
円
以
下
と
し
な
い
。
　（
注
） 　
1
9
4
4
年
の
蒜
頭
工
場
に
つ
い
て
は
，
買
収
価
格
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
1
6
-2
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
3
9
-4
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
3
4
-4
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
3
2
-4
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
3
2
-4
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
3
1
-5
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
3
1
-4
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
1
1
-2
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
1
1
-2
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
8
-2
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
8
-1
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
8
-1
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
8
-1
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
1
5
-2
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
2
］
1
1
-1
8
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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付
表
４
　
塩
水
港
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   （
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
0
新
営
工
場
3
.4
0
1
.3
0
1
.0
0
5
.7
0
8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.1
0
1
.0
0
4
.1
0
原
料
調
製
不
良
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
5
.3
0
1
.0
0
（
毎
甲
5
0
円
）
5
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
4
.0
5
4
.0
5
畑
，
指
定
外
品
種
花
蓮
港
製
糖
所
3
.0
0
1
.4
0
0
.8
0
5
.2
0
8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
1
.3
0
3
.8
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
1
新
営
工
場
4
.4
0
0
.3
0
4
.7
0
原
料
調
製
優
良
3
.7
0
3
.7
0
原
料
調
製
不
良
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
4
.0
0
0
.9
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.9
0
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
，
9
月
末
植
4
.0
0
4
.0
0
指
定
外
品
種
花
蓮
港
製
糖
所
0
.1
0
4
.1
0
原
料
調
製
優
良
3
.2
0
3
.2
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
2
新
営
工
場
4
.6
0
0
.3
0
0
.6
0
5
.5
0
指
定
品
種
，
8
月
植
，
4
-5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.9
0
3
.9
0
1
1
-1
2
月
収
穫
，
原
料
調
製
不
良
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
4
.0
0
0
.7
0
4
.7
0
指
定
品
種
，
8
月
植
，
5
月
収
穫
4
.0
0
4
.0
0
指
定
外
品
種
花
蓮
港
製
糖
所
0
.3
0
0
.4
0
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
3
.7
0
3
.7
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
3
新
営
工
場
2
.7
0
1
.0
0
0
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.4
0
0
.1
0
0
.2
0
2
.7
0
1
0
月
以
降
植
，
1
1
月
収
穫
，
原
料
調
製
不
良
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.1
0
3
.8
0
指
定
品
種
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
2
.2
0
指
定
外
品
種
花
蓮
港
製
糖
所
0
.9
0
3
.6
0
指
定
品
種
，
新
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
4
新
営
工
場
2
.7
0
1
.0
0
0
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
0
.9
5
3
.6
5
指
定
品
種
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
2
.5
0
2
.5
0
海
岸
原
料
，
指
定
外
品
種
花
蓮
港
製
糖
所
1
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
濃
度
2
0
度
以
上
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
5
新
営
工
場
2
.7
0
1
.5
0
0
.4
8
4
.6
8
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.0
8
0
.3
6
4
.1
4
指
定
品
種
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
花
蓮
港
製
糖
所
1
.7
9
4
.4
9
指
定
品
種
，
濃
度
2
0
度
以
上
628
1
9
3
6
新
営
工
場
2
.7
0
1
.4
0
0
.5
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
0
.7
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
4
月
以
降
収
穫
，
新
植
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
花
蓮
港
製
糖
所
1
.9
0
（
毎
甲
2
0
円
）
4
.6
0
指
定
品
種
，
9
月
末
迄
植
，
濃
度
2
0
度
以
上
1
9
3
7
新
営
工
場
2
.7
0
1
.4
0
0
.6
0
4
.7
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.6
0
（
毎
甲
3
5
0
円
）
4
.3
0
指
定
品
種
，
田
新
植
，
5
月
収
穫
終
了
日
収
穫
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
花
蓮
港
製
糖
所
2
.1
0
（
毎
甲
2
0
円
）
4
.8
0
指
定
品
種
，
9
月
末
迄
植
，
濃
度
2
0
度
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
8
新
営
工
場
3
.0
0
1
.1
0
0
.9
0
5
.0
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.7
0
（
毎
甲
4
0
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
田
新
植
，
5
月
収
穫
終
了
日
収
穫
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
花
蓮
港
製
糖
所
1
.9
0
0
.7
0
5
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
末
迄
植
，
濃
度
2
0
度
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
9
新
営
工
場
3
.0
0
1
.3
0
0
.9
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.7
0
（
毎
甲
3
0
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
田
新
植
，
5
月
収
穫
終
了
日
収
穫
，
甲
当
収
穫
2
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
花
蓮
港
製
糖
所
1
.9
0
0
.7
0
5
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
末
迄
植
，
濃
度
2
0
度
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
4
0
新
営
工
場
3
.0
0
1
.3
0
0
.9
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.7
0
（
毎
甲
5
0
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
田
新
植
，
5
月
収
穫
終
了
日
収
穫
，
甲
当
収
穫
2
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
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花
蓮
港
製
糖
所
1
.9
0
0
.7
0
5
.6
0
奨
励
品
種
，
濃
度
2
0
度
以
上
，
7
月
末
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
1
9
4
1
新
営
工
場
3
.5
0
1
.2
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.7
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.5
0
3
.5
0
指
定
外
品
種
岸
内
工
場
渓
州
製
糖
所
1
.5
0
（
毎
甲
4
5
0
円
）
5
.0
0
指
定
品
種
，
田
新
植
，
5
月
収
穫
終
了
日
収
穫
，
甲
当
収
穫
2
2
万
斤
以
上
花
蓮
港
製
糖
所
1
.1
0
4
.6
0
奨
励
品
種
，
濃
度
2
0
度
以
上
奨
励
外
品
種
1
9
4
2
新
営
製
糖
所
岸
内
製
糖
所
4
.0
0
1
.3
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.6
0
6
.6
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
5
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
4
.0
0
4
.0
0
指
定
外
品
種
渓
州
製
糖
所
0
.8
0
（
毎
甲
4
5
0
円
）
遅
刈
補
助
1
.5
0
6
.3
0
指
定
品
種
，
5
月
末
収
穫
，
甲
当
収
量
2
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
5
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.1
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
花
蓮
港
製
糖
所
（
寿
・
大
和
工
場
）
0
.7
0
1
.7
0
遅
刈
補
助
0
.6
0
7
.0
0
指
定
品
種
，
平
地
畑
，
7
月
植
，
5
月
末
収
穫
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
6
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
5
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
増
減
す
る
。
新
営
製
糖
所
岸
内
製
糖
所
1
.3
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
6
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
630
1
9
4
3
4
.5
0
の
割
増
金
（
1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
指
定
外
品
種
渓
州
製
糖
所
2
.1
0
1
.1
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
8
.0
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
1
0
月
1
5
日
迄
植
（
上
田
地
帯
），
4
月
2
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.7
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
単
期
作
田
0
.2
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.3
円
）
以
下
と
し
な
い
。
花
蓮
港
製
糖
所
（
寿
・
大
和
工
場
）
1
.9
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
7
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.8
円
）
以
下
と
し
な
い
。
1
9
4
4
新
営
製
糖
所
岸
内
製
糖
所
4
.5
0
1
.5
0
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.6
0
7
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.2
円
）
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
指
定
外
品
種
渓
州
製
糖
所
2
.6
0
0
.9
0
遅
刈
補
助
0
.3
0
8
.3
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
1
0
月
1
5
日
迄
植
（
上
田
地
帯
），
4
月
2
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
両
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
4
.1
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
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し
た
1
5
.0
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
.5
円
）
以
下
と
し
な
い
。
花
蓮
港
製
糖
所
（
寿
・
大
和
工
場
）
2
.5
0
（
2
.2
0
）
0
.7
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
7
.9
0
（
7
.6
0
）
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
7
月
植
（
単
期
作
田
，
7
月
植
），
4
月
2
1
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
8
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.1
円
，
単
期
作
田
0
.0
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
1
円
）
以
下
と
し
な
い
。
　（
注
） 　
1
9
3
0
年
の
花
蓮
港
製
糖
所
に
つ
い
て
は
，
買
収
価
格
に
関
す
る
記
述
が
な
か
っ
た
た
め
省
略
し
た
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
2
6
-3
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
4
9
-5
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
4
7
-5
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
4
8
-5
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
4
7
-5
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
5
0
-5
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
4
7
-5
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
5
1
-5
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
5
1
-5
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
4
4
-5
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
3
2
-3
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
3
3
-3
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
3
1
-3
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
2
1
-2
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
2
］
1
8
-2
5
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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付
表
５
　
新
高
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  （
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
0
彰
化
工
場
4
.0
0
0
.3
0
3
.3
0
7
.6
0
指
定
品
種
，
1
級
（
甲
当
収
穫
2
5
万
斤
以
上
），
原
料
調
製
優
良
4
.0
0
4
.0
0
刈
取
・
刈
取
順
序
違
反
嘉
義
工
場
0
.5
0
4
.8
0
水
田
，6
-8
月
植
，千
斤
当
在
来
種
佅
価
格
7
5
円
以
上（
地
域
指
定
あ
り
），
原
料
調
製
優
良
1
9
3
1
彰
化
工
場
4
.0
0
2
.5
0
6
.5
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
2
5
万
斤
以
上
4
.0
0
4
.0
0
指
定
外
品
種
嘉
義
工
場
0
.8
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
7
-8
月
植
1
9
3
2
彰
化
工
場
4
.0
0
1
.6
0
5
.6
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
9
万
斤
以
上
指
定
外
品
種
嘉
義
工
場
0
.3
0
0
.8
5
5
.1
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
3
彰
化
工
場
2
.7
0
1
.0
0
3
.7
0
指
定
品
種
，
3
月
2
0
日
以
後
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
2
.0
0
指
定
外
品
種
嘉
義
工
場
0
.2
0
（
毎
甲
6
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.1
5
3
.0
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
1
9
3
4
彰
化
工
場
2
.7
0
1
.7
5
遅
刈
補
助
0
.1
0
4
.5
5
指
定
品
種
，
山
地
以
外
，
4
月
以
降
植
，
百
斤
当
佅
価
格
5
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
.8
9
1
.8
9
指
定
外
品
種
，
特
殊
地
理
嘉
義
工
場
0
.7
5
3
.5
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
1
9
3
5
彰
化
工
場
2
.7
0
1
.1
4
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.0
4
指
定
品
種
，
普
通
区
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
嘉
義
工
場
0
.6
9
0
.6
0
遅
刈
補
助
0
.1
8
4
.1
7
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
1
9
3
6
彰
化
工
場
2
.7
0
0
.7
5
（
毎
甲
1
2
0
円
）
3
.4
5
指
定
品
種
，
普
通
区
，
山
手
区
，
株
出
，
原
料
調
製
優
良
契
約
違
反
嘉
義
工
場
0
.7
0
0
.6
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.2
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
5
2
-5
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
5
9
-6
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
5
2
-5
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
6
4
-7
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
6
3
-7
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
6
5
-7
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
7
9
-8
5
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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付
表
６
　
昭
和
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   （
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
0
宜
蘭
製
糖
所
4
.7
0
0
.9
0
（
毎
甲
5
0
円
）
5
.6
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
百
斤
当
在
来
種
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
4
.7
0
4
.7
0
百
斤
当
在
来
種
佅
価
格
5
円
未
満
1
9
3
1
宜
蘭
製
糖
所
4
.7
0
0
.3
0
（
毎
甲
6
0
円
）
5
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
4
.2
0
4
.2
0
甲
当
収
穫
6
万
斤
未
満
玉
井
製
糖
所
4
.0
0
（
毎
甲
1
1
0
円
）
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
甲
当
収
穫
量
1
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.3
0
3
.3
0
収
穫
標
準
作
業
等
外
1
9
3
2
宜
蘭
製
糖
所
4
.7
0
0
.3
0
（
毎
甲
6
0
円
）
5
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
4
.0
0
0
.9
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
1
5
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
等
外
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
4
.0
0
（
毎
甲
1
0
0
円
）
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.3
0
3
.3
0
収
穫
作
業
等
外
，
甲
当
収
穫
量
6
万
斤
未
満
，
指
定
外
品
種
1
9
3
3
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
3
.2
0
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
2
.5
0
0
.7
0
（
毎
甲
2
5
円
）
3
.2
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
.2
0
1
.2
0
等
外
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
2
.7
0
0
.2
0
0
.4
0
3
.3
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
4
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.1
5
（
毎
甲
1
5
円
）
3
.3
5
指
定
品
種
，
7
-9
月
植
，
5
月
収
穫
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
2
.5
0
1
.0
0
（
毎
甲
2
5
円
）
3
.5
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
1
5
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
2
.0
0
玉
井
製
糖
所
2
.7
0
0
.2
0
（
毎
甲
3
5
円
）
2
.9
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
2
.2
0
1
9
3
5
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.8
5
0
.4
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.6
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
百
斤
当
佅
価
格
5
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
2
.5
0
1
.4
0
0
.6
0
4
.5
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
7
- 
8
月
植
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
2
.2
0
等
外
，
不
良
地
域
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
2
.7
0
1
.2
0
3
.9
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
634
1
9
3
6
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.8
5
（
毎
甲
4
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.2
5
指
定
品
種
，
6
月
植
，
5
月
収
穫
，
百
斤
当
佅
価
格
5
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
2
.5
0
1
.4
0
0
.6
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.7
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
甲
当
収
穫
8
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
2
.2
0
等
外
，
不
良
地
域
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
2
.7
0
1
.3
0
4
.0
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
0
.5
0
4
.8
0
指
定
品
種
，
水
田
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
0
.6
0
4
.0
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
. 2
0
（
毎
甲
5
0
円
）
3
.9
0
指
定
品
種
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
3
.7
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
7
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.8
5
（
毎
甲
6
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.2
5
指
定
品
種
，
田
，
4
-5
月
植
，
5
月
収
穫
，
百
斤
当
佅
価
格
5
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
竹
山
工
場
2
.5
0
1
.8
0
0
.6
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
5
.1
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
2
.2
0
等
外
，
不
良
地
域
，
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
2
.7
0
1
.4
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.3
0
指
定
品
種
，
6
-7
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
0
.6
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.9
0
指
定
品
種
，
水
田
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
0
.6
0
0
.8
0
4
.1
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
.2
0
（
毎
甲
6
0
円
）
3
.9
0
指
定
品
種
，
5
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
3
.7
0
原
料
調
製
不
良
1
9
3
8
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
2
.1
5
（
毎
甲
6
0
円
）
5
.3
5
指
定
品
種
，
田
，
4
-5
月
植
，
百
斤
当
佅
価
格
7
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
3
.0
0
1
.4
0
（
毎
甲
6
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
5
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
2
. 5
0
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
0
.6
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
水
田
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.6
0
0
.8
0
4
.4
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
.2
0
（
毎
甲
6
0
円
）
4
.2
0
指
定
品
種
，
5
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
4
.0
0
原
料
調
製
不
良
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1
9
3
9
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.1
5
3
.3
5
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
3
.0
0
1
.4
0
（
毎
甲
6
0
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
2
.5
0
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
0
.6
0
5
.2
0
指
定
品
種
，
水
田
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.6
0
0
.8
0
4
.4
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
.2
0
0
.7
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
5
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
4
.0
0
原
料
調
製
不
良
大
湖
工
場
1
.3
0
4
.3
0
指
定
品
種
，
水
田
0
.2
0
3
.2
0
畑
竹
山
工
場
2
.5
0
1
.9
0
2
.2
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
6
.8
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
6
-7
月
植
，
5
月
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
2
.5
0
等
外
，
指
定
外
品
種
1
9
4
0
宜
蘭
製
糖
所
3
.2
0
0
.1
5
3
.3
5
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
3
.0
0
1
.4
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
2
.5
0
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
（
毎
甲
6
0
円
）
指
定
品
種
，
水
田
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.6
0
3
.6
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
.2
0
4
.2
0
指
定
品
種
，
5
月
植
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
4
.0
0
原
料
調
製
不
良
大
湖
工
場
指
定
品
種
，
畑
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
以
上
3
. 0
0
0
.5
0
3
.5
0
畑
，
甲
当
収
穫
5
万
斤
未
満
竹
山
工
場
2
.0
0
遅
刈
補
助
0
.1
0
5
.1
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
3
.0
0
指
定
外
品
種
1
9
4
1
二
結
製
糖
所
3
.2
0
0
.1
5
3
.3
5
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
玉
井
製
糖
所
3
.0
0
1
.4
0
遅
刈
補
助
0
.2
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
2
.5
0
苗
栗
製
糖
所
1
.6
0
（
毎
甲
6
0
円
）
指
定
品
種
，
水
田
，
6
月
植
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
0
.8
0
3
.8
0
畑
沙
鹿
製
糖
所
1
.2
0
4
.2
0
指
定
品
種
，
原
料
調
製
優
良
1
.0
0
4
.0
0
原
料
調
製
不
良
　（
注
）　
1
9
3
0
年
の
玉
井
製
糖
所
，
下
䮄
工
場
，
3
1
年
の
竹
山
工
場
に
つ
い
て
は
，
買
収
価
格
に
関
す
る
記
述
が
な
か
っ
た
た
め
省
略
し
た
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
6
7
-7
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
6
6
-7
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
6
0
-6
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
7
3
-8
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
7
1
-8
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
7
1
-8
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
6
2
-7
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
6
6
-8
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
6
3
-7
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
5
7
-7
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
3
7
-4
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
3
7
-4
6
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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 付
表
７
　
帝
国
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
1
9
3
1
台
中
第
１
工
場
4
.0
0
1
.5
0
5
.5
0
指
定
品
種
，
田
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
6
.3
円
以
上
3
.2
0
0
.7
2
3
.9
2
畑
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
4
.8
円
未
満
，
指
定
外
品
種
台
中
第
２
工
場
潭
仔
䭥
工
場
1
9
3
3
台
中
第
１
工
場
2
.7
0
0
.2
0
0
.2
0
3
.1
0
指
定
品
種
，
畑
，
8
月
1
5
日
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
6
2
.1
6
指
定
外
品
種
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
新
竹
製
糖
所
0
.3
0
（
毎
甲
2
7
円
）
3
.0
0
指
定
品
種
，
平
畑
，
8
月
1
5
日
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
0
.1
0
2
.1
0
畑
，
株
出
・
一
作
田
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
竹
南
製
糖
所
1
9
3
4
台
中
第
１
工
場
2
.7
0
1
.7
0
0
.2
0
4
.6
0
指
定
品
種
，
田
，
8
月
1
5
日
迄
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
4
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
6
0
.0
8
2
.2
4
田
・
畑
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
，
指
定
外
品
種
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
新
竹
製
糖
所
0
.4
0
（
毎
甲
2
7
円
）
3
.1
0
指
定
品
種
，
平
畑
，
早
植
，
8
月
1
5
日
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.0
0
0
.1
0
2
.1
0
畑
，
株
出
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
竹
南
製
糖
所
1
9
3
5
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
2
.7
0
2
.1
0
（
毎
甲
3
5
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
5
.0
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
5
月
1
1
-2
0
日
収
穫
，
糊
仔
蔗
園
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
4
.7
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
6
0
.0
8
0
.2
4
2
.4
8
畑
，
普
通
新
植
蔗
園
，
1
2
月
以
降
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
新
竹
製
糖
所
1
.0
5
（
毎
甲
2
7
円
）
3
.7
5
指
定
品
種
，
平
畑
早
植
，
8
月
1
5
日
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
0
0
.6
0
2
.7
0
畑
，
株
出
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
竹
南
製
糖
所
1
9
3
6
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
2
.7
0
2
.1
0
（
毎
甲
3
5
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
5
.0
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
4
月
1
1
日
以
降
収
穫
，
糊
仔
蔗
園
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
4
.7
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
6
0
.1
6
0
.2
4
2
.5
6
畑
，
普
通
新
植
蔗
園
，
1
2
月
以
降
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
新
竹
製
糖
所
1
.1
9
（
毎
甲
2
7
円
）
3
.8
9
指
定
品
種
，
平
畑
早
植
，
8
月
1
5
日
迄
植
2
.1
0
0
.7
0
2
.8
0
指
定
外
品
種
竹
南
製
糖
所
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1
9
3
7
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
2
.7
0
3
.1
5
（
毎
甲
3
5
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
6
.0
5
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
5
月
1
1
-2
0
日
収
穫
，
糊
仔
蔗
園
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
5
.7
5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
0
.2
0
0
.3
0
3
.2
0
畑
，
普
通
新
植
蔗
園
，
1
2
月
以
降
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
，
指
定
外
品
種
減
額
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
1
.4
0
0
.6
0
4
.7
0
指
定
品
種
，
早
植
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
0
0
.8
0
2
.9
0
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
5
0
円
未
満
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
1
9
3
8
台
中
第
１
工
場
3
.0
0
3
.1
0
（
毎
甲
3
5
円
）
遅
刈
補
助
0
.2
0
6
.3
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
5
月
1
1
日
以
降
収
穫
，
糊
仔
蔗
園
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
田
，
普
通
新
植
蔗
園
，
1
2
月
以
降
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
，
指
定
外
品
種
減
額
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
1
.3
0
0
.6
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
早
植
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
. 1
0
0
.7
0
2
.8
0
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
5
0
円
未
満
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
1
9
3
9
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
3
.0
0
3
.1
0
（
毎
甲
1
3
5
円
）
6
.1
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
耕
作
地
等
級
4
則
以
上
，
糊
仔
蔗
園
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
田
，
普
通
新
植
蔗
園
，
2
-3
月
植
，
耕
作
地
等
級
7
則
以
下
・
畑
，
普
通
新
植
蔗
園
，
2
-3
月
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
，
指
定
外
品
種
減
額
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
1
.3
0
0
.6
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
早
植
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
0
0
.7
0
2
.8
0
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
5
0
円
未
満
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
1
9
4
0
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
3
.0
0
3
.1
0
（
毎
甲
1
1
5
円
）
6
.1
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
耕
作
地
等
級
4
則
以
上
，
糊
仔
蔗
園
，　
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
6
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
田
，
普
通
新
植
蔗
園
，
2
-3
月
植
，
耕
作
地
等
級
7
則
以
下
・
畑
，
普
通
新
植
蔗
園
，
2
-3
月
植
，
1
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
3
円
未
満
，
指
定
外
品
種
減
額
新
竹
製
糖
所
1
.3
0
0
.6
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
早
植
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.1
0
0
.7
0
2
.8
0
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
5
0
円
未
満
，
指
定
外
品
種
，
特
定
地
域
竹
南
製
糖
所
䮄
子
脚
製
糖
所
1
9
4
1
台
中
第
１
工
場
3
.5
0
2
.7
0
1
.2
0
7
.4
0
指
定
品
種
，
田
，
株
出
園
，
5
月
下
旬
以
降
収
穫
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
7
.5
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.5
0
1
.4
0
0
.3
0
5
.2
0
畑
，
普
新
種
，
3
月
末
迄
収
穫
，
千
斤
当
在
来
種
粳
佅
価
格
6
7
.5
円
未
満
，
指
定
外
品
種
減
額
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
2
.5
0
（
毎
甲
1
1
0
円
）
6
.0
0
指
定
品
種
，
田
，
9
月
末
迄
植
，
糊
仔
，
甲
当
収
穫
1
1
万
斤
以
上
，
千
斤
当
蓬
莱
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
.5
0
5
.3
0
畑
4
月
1
5
日
迄
植
，
千
斤
当
蓬
莱
種
粳
佅
価
格
6
0
円
以
下
，
指
定
外
638
品
種
減
額
䮄
子
脚
製
糖
所
（
毎
甲
1
3
0
円
）
指
定
品
種
，
田
，
7
月
末
迄
植
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
千
斤
当
蓬
莱
種
粳
佅
価
格
7
0
円
以
上
，
原
料
調
製
優
良
1
9
4
2
台
中
第
１
工
場
台
中
第
２
工
場
潭
子
工
場
4
.0
0
3
.1
0
0
.3
0
7
.4
0
指
定
品
種
，
田
，
千
石
当
在
来
種
粳
佅
価
格
7
7
.5
円
以
上
，
糊
仔
植
・
整
地
植
，
1
1
月
末
迄
植
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
種
粳
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
1
2
.8
2
円
以
上
1
3
.4
2
円
未
満
と
し
，
そ
れ
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
田
0
.2
円
，
畑
0
.1
2
円
漸
次
増
減
す
る
。
3
.5
0
3
.5
0
指
定
外
品
種
新
竹
製
糖
所
竹
南
製
糖
所
2
.5
0
2
.3
0
8
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
株
出
園
（
昭
和
1
6
年
5
月
1
日
以
降
刈
取
株
出
），
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
種
粳
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
1
2
.7
2
円
以
上
1
3
.3
2
円
未
満
と
し
，
そ
れ
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.2
円
，
畑
0
.1
円
漸
次
増
減
す
る
。
䮄
子
脚
製
糖
所
（
毎
甲
1
8
0
円
）
6
.5
0
指
定
品
種
，
田
，
早
植
（
8
月
末
迄
植
），
糊
仔
（
9
月
末
迄
植
），
甲
当
収
量
1
2
万
斤
以
上
。
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
新
竹
・
竹
南
製
糖
所
に
同
じ
。
　（
注
）　
1
9
3
0
，
3
2
年
に
つ
い
て
は
，
買
収
価
格
に
関
す
る
規
程
が
存
在
し
な
い
た
め
掲
げ
て
い
な
い
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
5
0
-5
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
5
5
-5
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
5
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
5
6
-6
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
5
5
-6
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
5
7
-6
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
5
4
-6
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
5
8
-6
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
5
7
-6
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
5
0
-5
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
5
3
-5
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
4
6
-5
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
3
6
-4
1
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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付
表
８
　
新
興
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
　
　
考
1
9
3
0
山
仔
頂
工
場
3
.3
0
1
.3
0
（
毎
甲
8
0
円
）
4
.6
0
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
甲
当
収
穫
1
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.9
0
2
.9
0
指
定
外
品
種
1
9
3
1
山
仔
頂
工
場
3
.3
0
1
.3
0
（
毎
甲
2
0
円
）
4
.6
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
1
1
-1
2
月
植
，
甲
当
収
穫
1
5
万
斤
以
上
2
.9
0
2
.9
0
指
定
外
品
種
1
9
3
2
山
仔
頂
工
場
3
.0
0
1
.8
0
（
毎
甲
5
0
円
）
4
.8
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.5
0
0
.9
0
3
.4
0
1
0
月
植
，
3
月
1
6
-3
1
日
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
3
山
仔
頂
工
場
2
.7
0
0
.6
5
（
毎
甲
4
0
円
）
3
.3
5
指
定
品
種
，
7
-8
月
植
，
5
月
収
穫
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.2
0
0
.3
0
2
.5
0
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
収
穫
開
始
よ
り
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
4
山
仔
頂
工
場
2
.7
0
0
.8
0
3
.5
0
指
定
品
種
，
7
月
植
，
4
-5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
1
.2
0
0
.2
0
1
.4
0
1
0
月
植
，
1
1
月
-1
月
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
5
山
仔
頂
工
場
2
.7
0
1
.2
0
遅
刈
補
助
0
.1
5
4
.0
5
指
定
品
種
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
1
.7
0
0
.7
0
2
.4
0
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
6
山
仔
頂
工
場
2
.7
0
1
.2
0
遅
刈
補
助
0
. 1
5
0
.6
0
4
.6
5
指
定
品
種
，
二
期
作
田
，
二
期
糊
仔
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
1
.7
0
0
.8
0
2
.5
0
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
7
山
仔
頂
工
場
2
.7
0
1
.4
5
遅
刈
補
助
0
.1
5
0
.6
0
4
.9
0
指
定
品
種
，
二
作
田
，
早
植
・
二
期
糊
仔
，
7
月
植
，
5
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.6
0
1
.0
0
3
.6
0
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
8
山
仔
頂
工
場
3
.0
0
1
.5
9
遅
刈
補
助
0
.3
0
0
.6
0
5
.4
9
指
定
品
種
，
二
作
田
，
早
植
・
二
期
糊
仔
，
7
月
植
，
6
月
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.9
0
1
.1
0
4
.0
0
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
3
9
山
仔
頂
工
場
3
.0
0
1
.7
4
遅
刈
補
助
0
.4
0
0
.6
0
5
.7
4
指
定
品
種
，
二
作
田
，
早
植
・
二
期
糊
仔
，
7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.9
0
1
.2
5
4
.1
5
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
4
0
山
仔
頂
工
場
3
.0
0
1
.7
4
遅
刈
補
助
0
.4
0
0
.6
0
5
.7
4
指
定
品
種
，
二
作
田
，
早
植
・
二
期
糊
仔
，
6
-7
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
2
.9
0
1
.2
5
4
.1
5
1
1
月
以
降
植
・
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
640
1
9
4
1
山
仔
頂
工
場
3
.5
0
1
.2
4
遅
刈
補
助
0
.4
0
0
.6
0
5
.7
4
指
定
品
種
，
二
作
田
，
早
植
・
4
月
中
株
出
，
6
-7
月
植
，
5
月
1
7
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
3
.4
0
0
.7
5
4
.1
5
2
月
以
前
株
出
，
3
月
末
迄
収
穫
，
指
定
外
品
種
1
9
4
2
山
仔
頂
工
場
4
.0
0
1
.5
0
遅
刈
補
助
0
.4
0
0
.5
0
6
.4
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
6
-8
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
種
粳
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
2
.8
2
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
8
円
漸
次
増
減
す
る
。
3
.9
0
1
.0
0
4
.9
0
畑
，
指
定
外
品
種
1
9
4
3
山
仔
頂
工
場
4
.5
0
1
. 7
0
遅
刈
補
助
0
.4
0
0
.5
0
7
.1
0
指
定
品
種
，
両
期
作
田
，
6
-8
月
植
，
5
月
1
6
日
以
降
収
穫
，
原
料
調
製
優
良
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
種
粳
玄
米
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
両
期
作
田
0
.2
円
，
単
期
作
田
0
.1
円
漸
次
増
減
す
る
。
指
定
外
品
種
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
6
3
-6
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
7
6
-7
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
7
0
-7
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
8
2
-8
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
8
0
-8
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
8
0
-8
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
8
5
-8
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
8
6
-8
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
7
5
-7
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
7
1
-7
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
4
9
-5
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
5
0
-5
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
4
1
-4
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
5
3
-5
6
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
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付
表
９
　
台
東
製
糖
の
甘
蔗
買
収
価
格
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
千
斤
当
た
り
，
円
）
年
製
糖
所
・
工
場
最
　
　
高
　
　
価
　
　
格
最
　
　
低
　
　
価
　
　
格
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
　
考
原
料
代
割
増
金
植
付
奨
励
金
計
備
　
　
考
1
9
3
3
卑
南
工
場
2
.7
0
0
.2
5
（
毎
甲
2
5
円
）
2
.9
5
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
4
卑
南
工
場
2
.7
0
（
毎
甲
2
0
円
）
2
.7
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
5
卑
南
工
場
2
.7
0
0
.3
0
（
毎
甲
2
0
円
）
3
.0
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
2
0
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
6
卑
南
工
場
2
.7
0
0
.2
5
（
毎
甲
2
2
円
）
2
.9
5
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
7
卑
南
工
場
2
.7
0
0
.2
5
（
毎
甲
4
6
円
）
2
.9
5
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
2
.7
0
2
.7
0
指
定
外
品
種
1
9
3
8
卑
南
工
場
3
.0
0
0
.2
0
（
毎
甲
7
0
円
）
3
.2
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
1
9
3
9
卑
南
工
場
3
.0
0
0
.2
0
（
毎
甲
8
0
円
）
3
.2
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
1
9
4
0
卑
南
工
場
3
.0
0
0
.2
0
（
毎
甲
8
0
円
）
3
.2
0
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
2
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
3
.0
0
3
.0
0
指
定
外
品
種
1
9
4
1
卑
南
工
場
3
.5
0
0
.1
5
（
毎
甲
4
0
円
）
3
.6
5
指
定
品
種
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
原
料
調
製
優
良
指
定
外
品
種
1
9
4
2
卑
南
工
場
4
.0
0
0
.9
0
（
毎
甲
6
5
円
）
4
.9
0
田
，
甲
当
収
穫
1
3
万
斤
以
上
，
米
価
比
準
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
蓬
莱
玄
米
の
百
斤
当
買
入
価
格
が
1
2
.8
2
円
（
昭
和
1
6
年
前
後
期
作
平
均
価
格
）
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.1
5
円
増
減
す
る
。
4
.0
0
0
.4
0
4
.4
0
畑
1
9
4
3
卑
南
工
場
4
.5
0
1
.2
0
0
.2
5
5
.9
5
指
定
品
種
，
田
，
7
月
末
迄
植
，
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
7
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
6
年
第
2
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.4
7
円
よ
り
0
.3
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
2
.2
5
2
.2
5
指
定
外
品
種
642
0
.1
5
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.5
円
）
以
下
と
し
な
い
。
1
9
4
4
卑
南
工
場
4
.5
0
1
.8
0
0
.2
5
遅
刈
補
助
0
.2
5
6
.8
0
指
定
品
種
，
田
，
6
-7
月
植
，
5
月
1
日
以
降
収
穫
，
単
期
作
田
の
割
増
金
に
つ
い
て
は
，
昭
和
1
8
年
の
蓬
莱
玄
米
第
1
期
作
・
第
2
期
作
の
百
斤
当
平
均
買
入
価
格
が
，
昭
和
1
7
年
第
1
期
作
の
基
準
価
格
1
3
.9
9
円
に
奨
励
金
0
.8
4
円
を
加
算
し
た
1
4
.8
3
円
よ
り
0
.1
5
円
増
減
す
る
ご
と
に
割
増
金
を
0
.0
7
円
増
減
す
る
が
，
畑
の
割
増
金
（
0
.7
円
）
以
下
と
し
な
い
。
2
.2
5
2
.2
5
指
定
外
品
種
　（
注
）　
1
9
3
0
，
3
1
年
，
3
2
年
に
つ
い
て
は
，
買
収
価
格
に
関
す
る
記
述
が
な
か
っ
た
た
め
省
略
し
た
。
（
出
所
） 　
台
湾
糖
業
研
究
会
［
1
9
2
8
］
6
5
-6
7
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
2
9
］
8
3
-8
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
0
］
7
7
-7
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
1
］
8
8
-9
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
2
］
8
5
-8
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
3
］
8
7
-8
9
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
4
］
8
8
-9
0
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
5
］
8
9
-9
2
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
6
］
7
8
-8
1
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
7
］
7
3
-7
5
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
8
］
5
1
-5
3
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
3
9
］
5
2
-5
4
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
0
］
4
4
-4
6
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
1
］
5
6
-5
8
ペ
ー
ジ
，
同
［
1
9
4
2
］
4
1
-4
3
ペ
ー
ジ
よ
り
作
成
。
